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書　籍　名 
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本体価格
（税込価格）

付属品・教師用データ・備考
入 門 基 礎 標 準 発 展

国
語
常
識
・
表
現

テスト式　ことばと表現の演習 580円（638円）

解答書付
てす太くん（テスト作成ソフト・本文・
設問・解答書 PDF・確認テスト・作文
ワークシート）

テスト式　国語常識の総演習 590円（649円）
解答書付
てす太くん（テスト作成ソフト・本文・
設問・解答・確認テスト）

基礎からの国語表現の実践 580円（638円）
解答解説書付
CD（本文・ワークシート・学習テスト

・教授資料）

新聞で力をつける

「コラムと論説」演習ノート
420円（462円） 解答解説書付

文
学
史
・
古
典
抄
本

完成　日本文学史ノート 550円（605円）
てす太くん（テスト作成ソフト・本文・
設問・補充問題）

流れと演習   新日本文学史 500円（550円）
てす太くん（テスト作成ソフト・本文・
設問）

注解演習　徒然草 400円（440円）

CD（本文・設問・教授資料）

注解演習　枕草子 400円（440円）

橋  

渡  

し

国語小町　入門編 300円（330円）

解答解説書・確認テスト付
CD（本文・設問・確認テスト）

国語小町　基礎編 300円（330円）

国語小町　標準編 320円（352円）

国語小町　発展編 320円（352円）

新入生のための スタート国語入門 330円（363円）
解答書・確認テスト付
CD（本文・設問）

新入門高校国語 370円（407円）
解答解説書・確認テスト付
CD（本文・設問）

百

人

一

首

カラー　小倉百人一首 533円（586円）

評解　新小倉百人一首 400円（440円）

書いて覚える

小倉百人一首　暗唱シート
200円（220円）

文法レッスン

小倉百人一首　演習ノート
200円（220円） 解答書付
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複
数
資
料
を
読
み
比
べ
る

特
集
❖

論
理
力
を
育
む

3

複
数
資
料
の
組
み
合
わ
せ
は
、
い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
に
分
け
ら
れ
る
。

パ
タ
ー
ン
に
応
じ
た
複
数
資
料
の
読
み
取
り
方
を
身
に
つ
け
よ
う
。

ねらい

◎
﹁
本
は
人
の
心
を
豊
か
に
す
る
﹂﹁
人
を
劇
的
に
変
化
さ
せ
る
﹂
と
い
う
考
え
方
に
疑
問
を
持
ち
、﹁
本
は
自
分

の
姿
を
映
し
出
す
﹂
と
い
う
考
え
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。﹁
読
書
の
意
義
﹂
に
つ
い
て
ど
ん
な
考
え
方
が
あ
る
か
、

ほ
か
の
資
料
を
読
み
比
べ
て
み
よ
う
。

複
数
資
料

読
み
比
べ
例

②
古
文
×
漢
文

古
文
×
古
文

複
数
資
料
を
読
み
解
く
必
要
性
と
は 

①
理
解
を
深
め
る
　
ほ
か
の
資
料
を
参
照
す
る
こ
と

で
、
元
の
文
章
が
理
解
し
や
す
く
な
り
、
理
解
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
元
の

文
章
を
分
析
す
る
際
に
、
ほ
か
の
資

料
が
多
面
的
・
批
判
的
な
視
点
を
与

え
て
く
れ
る
場
合
も
あ
る
。

資
料
の
組
み
合
わ
せ
パ
タ
ー
ン 

①
対
比
　
対
照
的
な
資
料
を
読
み
比
べ
て
そ
の
違
い

を
際
立
た
せ
、
元
の
文
章
を
多
面
的
に
読
む
。

②
類
比
　
似
た
資
料
を
読
み
比
べ
て
共
通
点
を
探
す
。

③
出
典
　
出
典（
引
用
文
な
ど
の
出
所
で
あ
る
書
籍
）

や
原
作
と
読
み
比
べ
て
元
の
文
章
の
理
解
を
深
め
る
。

④
デ
ー
タ
　
図
表
な
ど
の
デ
ー
タ
か
ら
元
の
文
章
の

主
張
の
根
拠
や
全
体
の
傾
向
を
つ
か
む
。

②
知
識
や
視
野
を
広
げ
る
　
文
章
の
テ
ー
マ
に
興
味
を

持
っ
た
と
き
、
ほ
か
の
資
料
を
読
む
こ
と
で
知
識
や
視

野
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
情
報
を
確
か
め
る
　
あ
る
事
柄
に
つ
い
て
調
べ
る

と
き
は
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
資
料
を
集
め
て
情
報

を
確
か
め
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
入
手
し
た
情
報
が

正
確
か
、
信
頼
で
き
る
も
の
か
が
明
ら
か
に
な
る
。

　
香
　
炉
　
峰
　
下
　
新タ

ニ　
卜ぼ

く
シ二

　
山
　
居ヲ
一

　
草
　
堂
　
初メ

テ　
成リ

　
偶た

ま

〻た
ま

題ス
二
　
東
　
壁ニ
一

角か
く

田た

光み
つ

代よ

「
本
が
映
す
自
分
」
よ
り

　〔
三
十
代
に
入
っ
て
、〕
本
の
読
み
方
が
変
わ
っ
て
、
驚
い
た
こ
と
が
ひ
と
つ
あ
る
。
十
代
の
こ
ろ
に
読
め
な
か

っ
た
も
の
が
、
び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
す
る
す
る
読
め
て
、
と
き
に
も
の
す
ご
い
感
動
を
し
て
し
ま
う
、
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

　
た
と
え
ば
川
端
康
成
。
高
校
生
の
こ
ろ
、
私
は
こ
の
作
家
が
苦
手
だ
っ
た
。
退
屈
で
、
古
く
さ
い
と
思
っ
て
い

た
。
そ
れ
が
数
年
前
、
何
気
な
く
手
に
と
っ
て
読
み
、
度
肝
を
抜
か
れ
た
。（
中
略
）

　
本
は
人
の
心
を
豊
か
に
す
る
と
か
、
人
を
劇
的
に
変
化
さ
せ
る
と
か
、
私
は
あ
ん
ま
り
信
じ
て
い
な
い
。
本
は

い
つ
だ
っ
て
私
た
ち
自
身
の
鏡
な
の
だ
と
思
う
。
成
長
す
れ
ば
そ
の
成
長
が
、
怠
惰
に
し
て
い
れ
ば
そ
の
怠
惰
が
、

く
っ
き
り
と
映
し
出
さ
れ
る
。
自
分
で
も
知
ら
な
か
っ
た
自
分
の
姿
を
、
と
き
に
残
酷
な
ま
で
に
映
し
出
し
て
し

ま
う
媒
体
は
、
本
を
お
い
て
ほ
か
に
な
い
と
私
は
思
っ
て
い
る
。
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
鏡
を
持
っ
て
い
る
こ

と
は
私
た
ち
に
と
っ
て
と
て
つ
も
な
く
幸
福
だ
、
と
も
思
う
。

『
枕

ま
く
ら
の

草そ
う

子し

』
第
二
八
〇
段
よ
り

雪
の
い
と
高
う
降
り
た
る
を
、
例
な
ら
ず
御み

格か
う

子し

ま
ゐ
り
て
、
炭す

櫃び
つ

に
火
お
こ
し
て
、
物
語
な
ど

し
て
あ
つ
ま
り
さ
ぶ
ら
ふ
に
、﹁
少せ

う

納な

言ご
ん

よ
、
香
炉

峰
の
雪
い
か
な
ら
む
﹂
と
仰お

ほ

せ
ら
る
れ
ば
、
御
格

子
上
げ
さ
せ
て
、
御み

簾す

を
高
く
上
げ
た
れ
ば
、
笑

は
せ
給た

ま

ふ
。
人
々
も
﹁
さ
る
事
は
知
り
、
歌
な
ど

に
さ
へ
う
た
へ
ど
、
思
ひ
こ
そ
よ
ら
ざ
り
つ
れ
。

な
ほ
こ
の
宮
の
人
に
は
さ
べ
き
な
め
り
﹂
と
言
ふ
。

複
数
資
料

読
み
比
べ
例

①
随
筆
文
×
評
論
文
×
図
表

読
書
の
意
義
を
読
み
比
べ
る

◎
中ち

ゅ
う

宮ぐ
う

定て
い

子し

が
清せ

い

少し
ょ
う

納な

言ご
ん

に
﹁
香
炉
峰
の
雪
は

ど
う
で
あ
ろ
う
か
﹂
と
言
い
、
清
少
納
言
が
御
簾

を
上
げ
る
と
笑
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
出
典
と
な
っ

た
漢
詩
な
ど
と
読
み
比
べ
て
み
よ
う
。

「
香こ

う

炉ろ

峰ほ
う

の
雪
」
の
理
解
を
深
め
る
（➡

ｐ
242
）

2

大和時代奈良時代

文
字
の
移
り
変
わ
り

　
文
字
の
な
い
口
承
の
時
代

　
文
字
を
持
た
な
い
時
代
の
日
本
で
は
、
農
事
へ
の
祈
り
や
感
謝
、
自
身

の
心
情
を
歌
い
踊
る
歌
謡
や
、
神
に
祈
る
た
め
の
祝の

り
と詞
、
天
皇
の
命
令
を

人
々
に
知
ら
せ
る
宣せ

ん

命み
ょ
う

な
ど
が
、
口
か
ら
口
へ
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
口
承

の
時
代
で
あ
る
。
当
時
を
伝
え
る
資
料
は
少
な
い
が
、
平
安
時
代
初
期
に

書
か
れ
た
﹃
古こ

語ご

拾し
ゅ
う

遺い

﹄
に
は
﹁
上
古
の
世
、
い
ま
だ
文
字
あ
ら
ず
。
貴き

賤せ
ん

老
少
と
口
口
に
相
伝
え
、
…
﹂
と
あ
る
。

　
漢
字
の
伝
来 

　
日
本
人
は
一
世
紀
ご
ろ
（
諸
説
あ
り
）
に
中
国
と
の
交
流
の
中
で
漢
字

に
触
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
は
漢
字
を
外
国
の
文
字
と
し
て
学

習
す
る
一
方
で
、
漢
字
を
そ
の
ま
ま
の
形
で
使
う
日
本
語
表
記
法
を
工
夫

し
た
。
そ
の
工
夫
の
一
つ
が
、
漢
字
の
表
意
性
を
生
か
し
た
訓
読
み
で
あ

る
。
こ
う
し
て
、
日
本
語
で
は
一

つ
の
漢
字
が
、
中
国
語
の
発
音
に

基
づ
い
た
﹁
音
読
み
﹂
と
、
日
本

語
の
意
味
を
あ
て
は
め
た
﹁
訓
読

み
﹂
の
二
種
類
の
読
み
方
を
持
つ

よ
う
に
な
っ
た
。

　
万ま

ん

葉よ
う

仮が

名な

の
活
用 

　
漢
字
が
持
つ
音
読
み
・
訓
読
み
の
表
音
性
だ
け
を
取
り
上
げ
て
、
主
に

﹃
万
葉
集
﹄（➡

ｐ
94
）
の
表
記
に
用
い
た
文
字
を
万
葉
仮
名
と
い
う
。
音
読

み
を
利
用
し
て
﹁
こ
こ
ろ
﹂
を
﹁
許
己
呂
﹂、
訓
読
み
を
利
用
し
て
﹁
な
つ

か
し
﹂
を
﹁
夏
樫
﹂
な
ど
と
表
記
す
る
ほ
か
、﹁
船
乗
世
武
登
（
ふ
な
の
り

せ
む
と
）﹂
の
﹁
船
乗
﹂
の
よ
う
に
、
漢
字
が
持
つ
表
意
性
（
船
乗
＝
﹁
船

に
乗
る
こ
と
﹂
を
意
味
す
る
）
を
併
用
し
て
表
記
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
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漢
字
が
刻
ま
れ
た
銅
鏡

隅す

田だ

八は
ち

幡ま
ん

神
社
人
物
画
像
鏡
（
五
〜
六
世
紀
製
作
）

【
銘
文
】
癸
未
年
八
月
日
十
大
王
年
男
弟
王
在
意
柴
沙
加

宮
時
斯
麻
念
長
寿
遣
開
中
費
直
穢
人
今
州
利
二
人
等
取
白

上
同
二
百
旱
作
此
竟

2

　
口
承

1　
漢
字
の
伝
来

2　
万
葉
仮
名

3

　
万
葉
仮
名
で
書
か
れ
た
和
歌

『
万
葉
集
（
写
本
）』
巻
一
四
　
作
者
不
詳
（「
日
本

古
典
籍
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
」
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）

3

文
字
と
文
体
の
変
遷

特
集
❖

言
葉
と
文
学

1

日
本
語
の
「
文
字
」
や
「
文
体
」
は
ど
の
よ
う
に
移
り
変
わ
っ
て
現
在
の

姿
に
な
っ
た
の
か
。
そ
の
変
遷
を
資
料
と
と
も
に
た
ど
っ
て
み
よ
う
。

ねらい

文
字
を
持
た
な
い
時
代
は
、

口
か
ら
口
へ
情
報
を
伝
え
た
。

・
人
名
や
地
名
を
漢
字
表
記
。

・
漢
文
を
用
い
て
記
録
。

漢
字
の
「
音お
と

」
だ
け
を
使
っ

て
日
本
語
を
表
記
し
た
。

以
和
為
貴

阿
伊
宇
江
於

夜
久
毛
多
都  漢

かんの
委
わの

奴
なの

国王印
渡来物を通して
漢字に触れた。

※ 出典：木簡庫（https://mokkanko.nabunken.go.jp/ja/）

麻ま

呂ろ

邸て
い

厩う
ま
や

宿し
ゅ
く

直ち
ょ
く

木も
っ

簡か
ん（

二
条
大
路
木
簡
）

奈
良
時
代
の
木
簡
文
書
で
、
漢
字
だ
け
で

表
記
さ
れ
て
い
る
。※

2026年度変更点

新訂国語図説・新国語総合ガイドの充実付録

教師用付属DVD-ROM

①作品理解を深める自習プリント
　➡�「水の東西」「羅生門」「山月記」「こころ」

　　 「伊勢物語」「平家物語」など

②授業でそのまま使えるパワーポイント・動画

③資料集画像データ

④文学史・漢字などのテキストデータ

⑤探究のための素材集・作品別指導資料PDF

⑥準拠学習課題ノートPDF・テキストデータ

テスト作成ソフトに対応，漢字やことばのテスト作成が可能に2

動画・画像コンテンツをQRに統一し，より使いやすく１

本書内のQRを読み取ると，NHK for school や作品解説動画などを

収録した資料集動画リンク集へジャンプします

テストメーカーQuickてす太くんに対応し，「国語表現編」収録の四

字熟語・ことわざ・慣用句・重要古語などの小テストが簡単に作成で

きるようになりました

● 巻頭特集 ➡「言語文化｣「現代の国語」特集を掲載

● 現代文編「評論特集」➡評論を読むための基礎的な知識が身につく

● 漢文編 ➡「漢文学の日本文学への影響」で，充実した解説を新規 
　　　　 追加

● 国語表現編「特集・探究学習」

　➡探究学習における課題の設定から表現までの流れが学べる

※画面は予告なく仕様が変更になる場合がございます。

★学習をサポートする�
　ビューア

★タップ／クリックで�
　動画に簡単アクセス

▲巻頭特集：「文字と文体の変遷」 ▲巻頭特集：「複数資料を読み比べる」

★�動画リンク集へジャンプ！ ★�探究学習を促すアイコン

準拠学習課題ノート

準拠学習課題ノート

・
ク
ラ
ウ
ド
型
だ
か
ら
導
入
が
ス
ム
ー
ズ 

・
ロ
グ
イ
ン
す
る
だ
け
で
簡
単
ア
ク
セ
ス 

・
卒
業
ま
で
最
長
３
年
間
利
用
可
能

資料集動画
リンク集

- 2 - - 3 -

デジタル版  新訂国語図説（六訂版）≪クラウド型≫
見やすい・持ち運びやすい デジタル資料集

新訂国語図説（六訂版）
大判で見やすく，授業でも自習でも活躍

新訂国語総覧（第七版）
主要作品をカラーの特集ページで視覚的に紹介

新国語総合ガイド（六訂版）
コンパクトながら情報項目数トップクラス

● 探究を深め，主体性を育む資料集

●「言語文化」から「現代の国語」へ スムーズにつながる章構成

　（古文編・漢文編・近現代文学編・評論編・国語表現編の５章構成）

● 巻頭・評論編・国語表現編に特集を掲載

● 充実した動画リンク集（左頁下段参照）

●「源氏物語人物系図」をより関係がわかりやすいようカラーで掲載

●「近代文学史と年表」で言語文化の背景と展開を一望できる

● 準拠の学習課題レポートを用意（別売）

● 付属品に探究のための素材集・作品別指導資料PDFを追加

（＊）の書籍は
生徒用解答書付

書　名 基　礎 標　準 発　展 判型・頁数 本体価格（税込価格）

新訂国語図説（六訂版） B5 判・520 頁 900 円（990 円）

新訂国語図説（六訂版）
　準拠学習課題ノート ( ＊ )

B5 判・32 頁 220 円（242 円）

デジタル版　新訂国語図説（六訂版）　
　　　　　　　　　≪クラウド型≫

書籍版とのセット価格

900 円（990 円）

1500 円（1650 円）

新国語総合ガイド（六訂版） A5 判・608 頁 890 円（979 円）

新国語総合ガイド（六訂版）
　準拠学習課題ノート ( ＊ )

B5 判・40 頁 250 円（275 円）

新訂国語総覧（第七版） A5 判・480 頁 857 円（943 円）

新訂国語総覧（第七版）
　準拠学習課題レポート ( ＊ )

B5 判・32 頁 210 円（231 円）

DATADATA DATADATA

DATADATA

DATADATA

※税込価格は消費税率10%の金額です。

総
合

資
料
集

総
合

資
料
集
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書　名 入門 基　礎 標　準 発　展 判型・頁数 本体価格（税込価格）

１ （二訂版） B5 判・68 頁 600 円（660 円）

２ 基本 （二訂版） B5 判・68 頁 620 円（682 円）

２ 標準 （二訂版） B5 判・84 頁 670 円（737 円）

３ （二訂版） B5 判・88 頁 670 円（737 円）

生徒用解答解説書付

教師用付属品
●	本文・設問・補充問題のデータ

１  1200 字

読解力と表現力の基礎を

固める 

３  2000～
　4500 字

入試に向けた読解力・
記述力を養成する

２ 標準  1200～
　2400 字

読解力・表現力を伸ばし、

思考力を育成する

２ 基本  1200 字

読解力・表現力の定着を
図る

『図でつかむ リード現代文（二訂版）』  
文章の構成を視覚的に理解する問題集

DATADATA or
解答解説

冊子
選べる
解答解説

解答解説

バラ

バラは40部ごとに間紙が入った状態で納品いたします。

改 訂 改 訂

松村圭一郎「贈り物と負債」
綿矢りさ
山極壽一

「意識のリボン」など  
「人間と動物の境界はどこ

 にあるのか？」
堀江敏幸　「風になった光」

文章を 図でつかむ
～視覚的に理解し読解力を養う問題集～

二訂版の主なポイント

本文の構成 と 図でつかむ で概要把握

設問を通して内容をより深く理解する

百字要約 で主旨をまとめる

図のパターンが増えて、概要をさらにつかみやすく
解答方法：抜き書きに加えて、自由記述や記号も追加
図の種類：小説では登場人物図なども追加

図でつかむ が進化

実用的な文章を追加＋素材を旬のテーマに差し替え
 リード1  導入 2 題＋大問 26 題＋漢字・語句 4題

「リード１」「リード３」にも読み比べを新規追加

リード2基本 大問28題（読み比べ含む）＋漢字・語句 3 題

大問数を3題（「リード３」は２題 ）プラス

観点別評価に対応した設問分類を導入し、設問の
意図をよりわかりやすく  

本誌の欄外に、設問の種類ごとの得点集計欄を追加

設問の種類を一新 

差し替え素材文例
リード
2標準※「設問の種類」については右頁参照

読解の前に文章を図式化して整理する力を育みます

リード3

リード2標準 大問28題（読み比べ含む）＋漢字・語句 3 題
リード3  大問20題（新規実用文含む）＋漢字・語句 2 題
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 二訂版　その他のポイント
読み比べに図を追加
読み比べにも図を追加することで、２つの文章を
より比較・整理しやすくなりました。

論理的文章と文学的文章に分けた目次立てに
「現代の国語」と「言語文化」で分けて取り組む
など、さらに使いやすくなりました。

図式化 する力を身につけるメリットとは

文章を整理して概要を大づかみできる
入試などの長文問題でも必要とされる、概要を
短時間で把握する力が身につきます。

抽象化思考が身につく
図式化により、抽象化思考（＝社会で必要とさ
れる物事の本質を見抜き、俯瞰的に見る力）を
高めます。

具体と抽象の往復で思考力を高める
文章を読み、図式化し、設問を解くという流れ
で　　　　　　　　することによって、
を高めます。
具体と抽象を往復 思考力

評論にはジャンルも表記 具体

具体化

抽象

抽象化

具体

設
問
の
種
類 

例

実用的な文章

複数資料は
図で比較・整理
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 二訂版　その他のポイント
読み比べに図を追加
読み比べにも図を追加することで、２つの文章を
より比較・整理しやすくなりました。

論理的文章と文学的文章に分けた目次立てに
「現代の国語」と「言語文化」で分けて取り組む
など、さらに使いやすくなりました。

図式化 する力を身につけるメリットとは

文章を整理して概要を大づかみできる
入試などの長文問題でも必要とされる、概要を
短時間で把握する力が身につきます。

抽象化思考が身につく
図式化により、抽象化思考（＝社会で必要とさ
れる物事の本質を見抜き、俯瞰的に見る力）を
高めます。

具体と抽象の往復で思考力を高める
文章を読み、図式化し、設問を解くという流れ
で　　　　　　　　することによって、
を高めます。
具体と抽象を往復 思考力

評論にはジャンルも表記 具体
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る
え
ら
と
を
見
意
の
者
筆

　
２

123456789101112131415161718192021

 二訂版　その他のポイント
読み比べに図を追加
読み比べにも図を追加することで、２つの文章を
より比較・整理しやすくなりました。

論理的文章と文学的文章に分けた目次立てに
「現代の国語」と「言語文化」で分けて取り組む
など、さらに使いやすくなりました。

図式化 する力を身につけるメリットとは

文章を整理して概要を大づかみできる
入試などの長文問題でも必要とされる、概要を
短時間で把握する力が身につきます。

抽象化思考が身につく
図式化により、抽象化思考（＝社会で必要とさ
れる物事の本質を見抜き、俯瞰的に見る力）を
高めます。

具体と抽象の往復で思考力を高める
文章を読み、図式化し、設問を解くという流れ
で　　　　　　　　することによって、
を高めます。
具体と抽象を往復 思考力

評論にはジャンルも表記 具体

具体化

抽象

抽象化

具体

設
問
の
種
類 

例

実用的な文章

複数資料は
図で比較・整理

※税込価格は消費税率10%の金額です。

現
代
文

現
代
文
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書　名 基　礎 標　準 発　展 判型・頁数 本体価格（税込価格）

１ （三訂版） B5 判・80 頁 590 円（649 円）

２ （三訂版） B5 判・80 頁 590 円（649 円）

３ （三訂版） B5 判・72 頁 610 円（671 円）

４ （三訂版） B5 判・88 頁 610 円（671 円）

複数テキスト形式に対応

◆ 各回ステップ構成で，段階を踏んで学習

生徒用解答解説書付

教師用付属品
●	本文・設問・解答・補充

問題のデータ

総合問題ステップ❷

例題ステップ ❶

本文を読み解くための

　　 で印をつけながら読む
作業

書き込む作業を
通して，意識的・
主体的に読む，
書く

※４集は第１回のみに「作業」あり

会話形式や図表を含む
問題を追加

ステップ１本誌下段で，
その回の学習項目の
解き方を詳しく解説

図表

◆ 資料問題 （解法のテクニック 1・2・3） ◆ 読み比べ

『現代文 解法のテクニック（三訂版）』 
シリーズ

読解の着眼点を身につける問題集

●	論理的文章や文学的文章の読み取り方の基本を学ぶ
●	典型的な設問形式へのアプローチの仕方を学ぶ

文章の全体をとらえる

スキルを身につける

◆ 細部の読みとり→全体の読みとりを意識した目次構成

シリーズの集大成！

文章を読み解くスキルを

身につける

１ ２ ３ ４

素材文の長さ

ステップ１：1000 ～ 1500 字
ステップ２：1800 ～ 3300 字

DATADATA

素材文の長さ

ステップ１：  450 字
ステップ２：1000 字
ステップ３：1200 字

素材文の長さ

ステップ１：1200 字
ステップ２：1200 字

素材文の長さ

ステップ１：1000 ～ 1300 字
ステップ２：1300 ～ 2500 字
長文　　　：     　2000 字以上

1. 評論の読み方

2. 資料の読み方

3. 接続詞

4. 指示語

5. 脱文挿入

6. 資料問題1

7. 話題・問題提起と筆者の主張

8. 抽象と具体

9. 対比

10. 内容説明

11. 理由説明

12. 段落分け

13. 要約

14. 資料問題2

15. 小説の読み方

16. 心情理解

17. 情景描写

18. 複数資料　文芸評論

評

　論

小

　説

文
と
文
の
関
係

部
分
の
読
み
と
り

評論　イントロダクション

1. 評論の読み方

2. 空欄補充①（接続語）
3. 空欄補充②（抽象語）
4. 複数資料　実用的な文章①

5. 指示語

6. 内容説明

7. 理由説明

8. 複数資料　実用的な文章②

9. キーワード・キーセンテンス

10. 話題の把握と筆者の主張

11. 段落構成

12. 要約

13. 複数資料　評論

小説　イントロダクション

14. 小説の読み方

15. 心情理解

16. 内容説明・理由説明

17. 表現

18. 複数資料　小説

1. 評論読解の基本

2. 問題意識をつかむ

3. 筆者の主張

4. 指示語

5. くり返し・対比

6. 抽象と具体

7. 内容説明

8. 図表を含む文章１

9. 理由説明

10. 図表を含む文章２

11. 練習問題

12. 読み比べ

13. 小説読解の基本

14. 人物像

15. 比喩表現

16. 練習問題

17. 読み比べ

筆者の主張
・主題

全体の
読みとり

心情理解
を中心に

段落間の
関係

2. 言い換え

3. 筆者の主張と具体例

4. 対比

5. 譲歩

6. 統合

7. 因果関係

8. 論の展開

9. 読み比べ

10. 視点

11. 回想

12. 背景

13. 表現

14. 読み比べ

1. 評論読解の手がかり

く
り
返
し

比
較

論
理
展
開

心
情

＊手がかりになることばに
　着目しよう。

狭い範囲の読みとり→文章全体の読みとり 文章全体の読みとり 実戦力の養成

or
解答解説

冊子
選べる
解答解説

解答解説

バラ

バラは40部ごとに間紙が入った状態で納品いたします。

会話

※税込価格は消費税率10%の金額です。

現
代
文

現
代
文

図やグラフと，本文を
連動させて読む練習

文章Ⅰ×文章Ⅱ
読み比べ

文
章
Ⅰ

文
章
Ⅱ



6

得点

検

５

次
に
示
す
の
は
、
警
察
庁
事
故
統
計
資
料
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
交
通
事
故
の
発
生
件
数
・
負
傷
者
数
・
死
者
数
の
グ
ラ
フ
と
、
こ
の
三
つ
の

グ
ラ
フ
を
見
て
、
交
通
事
故
の
死
者
数
が
ほ
か
よ
り
も
早
く
、
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
年
）
以
降
減
少
傾
向
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
生
徒

た
ち
が
行
っ
た
話
し
合
い
の
一
部
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。

Ａ
さ
ん
―
交
通
事
故
の
死
者
数
が
ほ
か
よ
り
も
早
く
、
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
年
）
以
降
減
少
傾
向
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
交
通
安
全
に
関
す
る

国
民
の
意
識
の
変
化
が
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
裏
付
け
と
な
る
資
料
と
し
て
、「
交
通
違
反
で
検
挙
さ
れ

た
人
数
の
推
移
が
わ
か
る
資
料
」
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
資
料
を
見
れ
ば
、
飲
酒
運
転
や
ス
ピ
ー
ド
違
反
な
ど
、
死
亡
事
故
に
つ

な
が
る
よ
う
な
重
大
な
違
反
の
割
合
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
は
ず
で
す
。

Ｂ
さ
ん
―
私
は
、
こ
の
三
〇
年
間
で
販
売
さ
れ
て
き
た
自
動
車
の
台
数
と
安
全
性
に
関
係
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
自
動
車
の
台
数
は
年
々

増
加
し
続
け
て
い
る
の
で
事
故
の
発
生
件
数
と
負
傷
者
数
は
な
か
な
か
減
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、 

Ｘ

 

と
い
う
こ
と
で
す
。
た

と
え
ば
、
最
近
三
〇
年
間
に
お
け
る
、「
車
の
総
販
売
台
数
の
推
移
が
わ
か
る
資
料
」
と
、「
車
の
安
全
に
関
す
る
装
置
の
装
備
率
の
推

移
が
わ
か
る
資
料
」
が
あ
れ
ば
、
こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

問

推 

論

傍
線
部
「
つ
ま
り
」
と
あ
る
が
、
そ
の
後
の
空
欄 

Ｘ

 

で
Ｂ
さ
ん
は
何
を
述
べ
よ
う
と
し
て
い
る
か
。
あ

て
は
ま
る
内
容
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
か
ら
一
つ
選
べ
。

ア
　
救
急
医
療
の
技
術
が
向
上
し
て
き
て
い
る
の
で
、
交
通
事
故
の
死
者
数
が
減
っ
て
き
た

イ
　
自
動
車
の
性
能
が
飛
躍
的
に
向
上
し
て
き
た
の
で
、
安
全
性
も
同
時
に
向
上
し
て
き
た

ウ
　
自
動
車
の
安
全
性
が
向
上
し
て
き
た
の
で
、
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
数
は
減
っ
て
き
た

エ
　
重
大
な
交
通
違
反
が
減
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
交
通
事
故
の
生
存
率
も
上
が
っ
て
い
る

Ｃ
さ
ん
―
私
は
、
交
通
事
故
の
死
者
数
が
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
年
）
以
降
減
少
傾
向
に
な
っ
て
い
る
の
に
は
、
医
療
の

進
歩
が
か
か
わ
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
交
通
事
故
に
あ
っ
て
救
急
車
で
運
ば
れ
一
命
を
取
り
留
め
た
人
が
、

搬
送
先
の
病
院
で
、「
以
前
で
あ
れ
ば
助
か
ら
な
か
っ
た
」
と
医
師
に
言
わ
れ
た
と
い
う
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、
昔
は
事
故
に
あ
っ
て
助
か
ら
な
か
っ
た
命
が
助
か
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
の
で
、
事
故
の
数
は
増
え
て
も
亡
く
な
る
人
は
減
り
続
け
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

解答　ウ（Ｂさんは、交通事故の発生件数・負傷者数とは対照的な死傷者数の推移について、その要因が自動車の「安全性」にあると考えている。）

※
解
答
は
ペ
ー
ジ
右
下

年

　
　
　組

　
　
　番

名  前

目 標

3分

推
論

実  用

🔍🔍解法の手順

①「つまり」の前にあるＢさんの発言に注目し、

	 	 Ｘ 	に入る内容の話題を絞り込もう。

②	 Ｘ 	の後の「たとえば」以降でＢさんが述

べていることに注目しよう。

1,000,000
（件）

900,000

800,000

700,000

600,000

500,000

400,000

300,000

200,000

100,000

0
昭和55年
（1980年）

昭和60年
（1985 年）

平成2年
（1990年）

平成7年
（1995 年）

平成12年
（2000年）

平成17年
（2005 年）

平成22年
（2010年）

グラフ１：交通事故の発生件数

1,400,000
（人）

1,200,000

1,000,000

800,000

600,000

400,000

200,000

0
昭和55年
（1980年）

昭和60年
（1985 年）

平成2年
（1990年）

平成7年
（1995 年）

平成12年
（2000年）

平成17年
（2005 年）

平成22年
（2010年）

グラフ２：交通事故の負傷者数

12,000

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

（人）

0
昭和55年
（1980年）

昭和60年
（1985 年）

平成2年
（1990年）

平成7年
（1995 年）

平成12年
（2000年）

平成17年
（2005 年）

平成22年
（2010年）

グラフ３：交通事故の死者数

３
導 入

700 ～ 2000 字
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◆ 新刊　『現代文 解法のテクニック 速読×多読 実用・論理』 学習の展開

導入（１～４課）ステップ ❶

『現代文 解法のテクニック　速読×
かける

多読』 シリーズ  
学習のポイント別　１回10分以内　速読問題集

DATADATA

教師用付属品
●	本文・設問・解答解説書 PDF・ 

補充問題のデータ

バラは45部ごとに間紙が入った状態で納品いたします。

書　名 基　礎 標　準 発　展 判型・頁数 本体価格（税込価格）

１ A4 判・32 頁 530 円（583 円）

２ A4 判・32 頁 530 円（583 円）

３ A4 判・52 頁 550 円（605 円）

実用・論理 A4 判・48 頁 580 円（638 円）

   全24回
　 　　　：論理的な文章（『読み比べ』含む）17回・
　 　　　　文学的な文章7回を収録
　 　　　：論理的な文章（『読み比べ』含む）19回・
　 　　　　文学的な文章5回を収録
　 　　　：論理的な文章（『読み比べ』含む）16回・
　 　　　　文学的な文章8回を収録
　 　　　：実用的な文章19回・
　　　　　 資料を含む論理的な文章５回（『読み比べ』含む

　　　　　　を収録

   �1回10分以内で，文章の読み取り・解答・採点を完結
   �学習項目は，問題集『現代文 解法のテクニック』
　　シリーズ（P.6～7）と同様に明確化

　  １
　　
　  ２　　

　  ３

実用・論理

◆ �読み取りのポイントを多様な文章
　 から学ぶ

フォーム

フォーム 対応

別途，解答解説（冊子 or
バラ）をご希望の場合は
必要数をお申し付けください。

本誌

本誌冊子 本誌冊子

解答解説
冊子

解答解説
バラ

本誌バラ
解答解説
ＱＲ付

解答
解説

１ ２ ３

本誌・解答解説の組合せは　 パターンをご用意。３

QRを読み取ると，
解答解説が表示さ
れます。

※ 本書のご注文は 10 冊より承ります。

800 ～ 1200 字

900 ～ 1500 字

1400 ～ 2000 字

 �共通テスト第３問や，複数テキスト・

　言語活動型問題を含む試験対策に役立つ
　演習問題を収録
　▶�テキスト内の情報を早く・正確に処理す

る訓練に最適

＜全問択一式！＞

共通テスト過去問や試行・試作問題を基に

典型的な言語活動型問題の類型をカバー

【言語活動の形態】

レポート，意見文，話し合い，構成メモなど

【文章のジャンル】

表，記事，グラフ，図，法令文など

▶現代社会の複雑な問題について考え，課題

発見・解決につなげるトピックを収録

▶伝わりやすく，論拠の明確な報告用文書の

作成手順も習得できる問題ラインナップ

新 刊

実用的な文章（５～ 19課）／資料を含む論理的な文章（20～ 24 課）ステップ❷

教師用付属品　
● 本文・ワークノート・重要語

句一覧のデータ
● ワークノート冊子

実際に作品を読み味わいながら，文学史を学べる
● 明治～昭和初期の各文学思潮から作品を厳選し，時代順に配列

● 評論・小説・随筆・詩歌と，さまざまなジャンルの作品を収録

● 小説・詩歌は全文を掲載

● 各作品後にはオープンエンドの設問・作者解説・思潮解説を掲載

● イラストを用いた丁寧でわかりやすい語注

書　名 基　礎 標　準 発　展 判型・頁数 本体価格（税込価格）

近代文学
セレクション A5 判・136 頁 450 円（495 円）

収録作品（一部）

・『東京の三十年』

 （随筆）    田山花袋

・『陰翳礼讃』

 （評論） 谷崎潤一郎

・『笑われた子』

 （小説）    横光利一

・『眼にて云ふ』

 （詩）       宮沢賢治
授業の副読本として　作文や読書感想文の課題図書として

高校生活で読むべき文学作品集として　読み応えある一冊

生徒用ワークノート冊子（別売）　
　本体価格50円（税込55円）

『近代文学セレクション』 　　　 
作品から学ぶ文学史 明治～昭和初期 20選

DATADATA

実用的な文章の形式慣れ
＋読み取りの着眼点習得

 ��SDGs関連を含む，現代的なトピックに対
する問題意識を喚起する多様なジャンル

　▶�多角的な分析を通じて，課題発見・解決力

を身につける材料としても効果的

20

得点

10

検

Ｋ
さ
ん
は
、
自
分
が
住
む
Ｘ
市
の
観
光
振
興
に
つ
い
て
調
べ
、
自
分
の
考
え
を
【
レ
ポ
ー
ト
の
草
案
】
に
ま
と
め
た
。【
資
料
Ⅰ
】【
資
料
Ⅱ
】
は
参

考
資
料
と
し
て
Ｋ
さ
ん
が
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。

（首相官邸「観光立国推進閣僚会議　配布資料」［令和5年10月18日］をもとに作成）
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目 標

7分

レ
ポ
ー
ト
の
修
正

11
実  用【

レ
ポ
ー
ト
の
草
案
】

テ
ー
マ
：
「
聖
地
巡
礼
」
の
功
罪
と
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
観
光
振
興
策

１ 

私
は
Ｘ
市
の
観
光
需
要
を
喚
起
す
る
方
策
と
し
て
「
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
を
提
唱
し
た
い
。「
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
は
一
般

的
に
な
じ
み
の
な
い
語
で
あ
る
が
、
観
光
産
業
を
考
え
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
。

２ 

昨
年
、
海
外
で
も
話
題
と
な
っ
た
ア
ニ
メ
Ａ
の
作
者
が
Ｘ
市
出
身
で
あ
る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
同
じ
県
内
の
Ｙ
市
は
映
画

Ｂ
の
ロ
ケ
地
と
し
て
有
名
に
な
り
、
観
光
客
が
急
増
し
た
。
そ
こ
で
、
い
わ
ゆ
る
「
聖
地
巡
礼
」
の
場
と
し
て
、
作
者
ゆ
か
り
の
場
所
を
国

内
外
に
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
Ｘ
市
へ
の
観
光
客
を
増
や
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。「
聖
地
巡
礼
」
と
は
、
本
来
は
宗
教
的

に
重
要
な
意
味
を
持
つ
場
所
を
訪
れ
る
こ
と
だ
が
、
こ
こ
で
は
映
画
や
ア
ニ
メ
・
漫
画
な
ど
作
品
の
舞
台
を
訪
れ
る
観
光
を
指
す
。

３ 

日
本
の
ア
ニ
メ
や
漫
画
は
、
国
内
で
楽
し
ま
れ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
数
多
く
の
作
品
が
翻
訳
さ
れ
、
海
外
で
も
人
気
を
博
し
て
お
り
、

映
画
や
ア
ニ
メ
・
漫
画
と
い
っ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
が
重
要
な
観
光
資
源
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

４ 

【
資
料
Ⅰ
】【
資
料
Ⅱ
】
に
示
し
た
観
光
公
害
も
考
慮
に
入
れ
つ
つ
、
こ
う
し
た
先
行
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
Ｘ
市
の
観
光
振
興
策
を

考
え
た
い
。

【資料Ⅰ】地域において発生している課題の事例

＜マナー違反＞
○美しい風景の写真を撮るために農地（私有地）への

立ち入りが多数発生。

＜混雑＞
○観光客の車両が集中することで交通渋滞が発生。また、

生活道路や農道への違法駐車により、生活交通が妨

げられている。

北海道美
び
瑛
えい
町

＜混雑＞
○鎌倉駅周辺等で多客期において観光客による混雑が

発生。

＜マナー違反＞
○人気アニメの影響で有名な踏切周辺において、写真

撮影のため多くの観光客が公道に滞留。

○観光客によるごみの投棄等も問題となっている。

神奈川県鎌倉市

＜混雑＞
○主要観光地へ向かうバスが増便されているものの、

これを上回る乗客によりバスターミナルや車内が混

雑。また、大型手荷物の持ち込みにより、円滑な運

行に支障。

＜マナー違反＞
○芸

げい

舞
まい

妓
こ

の無断での写真撮影、車道まで広がっての歩行、

私有地への無断立ち入り等の事例も発生。

京都府京都市

実用的な文章の読み取り
＋言語活動型問題への習熟

38

得点

10

検

次
の
【
文
章
Ⅰ
】
と
【
文
章
Ⅱ
】
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。

【
文
章
Ⅰ
】

「
古
池
や
蛙

か
は
づ

飛と
び

こ
む
水
の
を
と
」
と
い
う
芭ば

蕉し
ょ
うの

有
名
な
俳
句
が
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
こ
の
俳
句
の
主
役
は
音
で
あ
る
。
だ
が
、
そ

の
音
も
「
ボ
チ
ャ
ン
」
と
か
「
ポ
チ
ャ
ン
」
で
は
つ
ま
ら
な
い
。
そ
れ
は
丁
度
、
水
に
飛
び
込
ん
で
い
る
蛙

か
え
る

の
絵
や
、
そ
の
ま
わ
り
に
丸
く

画え
が

か
れ
た
波
紋
を
連
想
す
る
く
ら
い
馬ば

鹿か

気げ

て
い
る
。
僕
等ら

の
感
性
は
日
常
知
ら
ぬ
ま
に
汚
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
そ
う
い
う
汚
れ
た
感

性
で
こ
の
句
を
受
け
と
っ
た
ら
、
む
し
ろ
滑
稽
に
な
っ
て
し
ま
う
。

い
う
な
ら
、
古
池
や
蛙
の
姿
な
ど
見
な
く
と
も
い
い
の
で
あ
る
。
た
だ
耳
だ
け
の
世
界
が
そ
こ
に
あ
る
。
蛙
の
飛
び
込
ん
だ
水
の
音
、

つ
か
の
間
の
余
韻
、
そ
の
か
す
か
な
き
き
と
り
難
い
も
の
を
追
っ
て
耳
は
限
り
な
い
静
寂
に
出
会
っ
て
い
く
。「
古
池
」
と
い
う
言
葉
は
、

こ
の
限
り
な
い
静
寂
の
た
め
に
絶
対
欠
か
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
と
い
う
ふ
う
に
み
え
る
。

そ
う
い
う
芭
蕉
の
耳
は
ま
た
、「
閑

し
づ
か

さ
や
岩
に
し
み
入い

る

Ｅせ
み

の
声
」
と
い
う
俳
句
を
生
ん
だ
。
Ｅ
の
声
を
「
し
み
い
る
」
と
き
い
た
耳
は
並
大

抵
で
は
な
い
が
、
も
ち
ろ
ん
Ｅ
は
油
Ｅ
か
桜
Ｅ
〈
＝
ニ
イ
ニ
イ
Ｅ
〉
で
あ
ろ
う
。
夏
の
山
の
中
な
ど
で
き
く
そ
の
声
は
、
と
て
も
「
閑
さ
」

な
ど
と
い
え
た
も
の
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
そ
う
し
て
激
し
く
耳
を
打
っ
て
い
る
う
ち
に
、
や
が
て
耳
鳴
り
の
よ
う
に
無
感
覚
に
な
っ
て
、

い
つ
の
間
に
か
深
い
静
寂
に
と
り
囲
ま
れ
て
い
く
。
だ
が
そ
の
静
寂
を
意
識
す
れ
ば
直
ち
に
Ｅ
の
声
が
耳
に
も
ど
っ
て
く
る
と
い
っ
た
、

意
識
と
無
意
識
の
間
を
去
来
す
る
遠
近
の
感
情
を
僕
ら
が
よ
く
知
っ
て
い
る
か
ら
、「
岩
に
し
み
入
」
と
い
う
句
に
圧
倒
さ
れ
る
の
で
は
あ

る
ま
い
か
。
芭
蕉
の
耳
は
そ
の
遠
近
を
実
感
と
し
て
捉
え
た
。
凡
庸
な
耳
で
は
到
底
き
き
と
る
こ
と
の
出
来
ぬ
変
化
を
、
眼
前
の
岩
に
し

み
い
る
響
き
と
き
き
わ
け
た
と
い
う
ふ
う
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
俳
句
か
ら
、
僕
等
は
芭
蕉
の
音
に
対
す
る
感
性
を
窺

う
か
が

い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
ま
た
そ
の
感
性
は
、
芭
蕉
の
俳
句
を

愛
し
て
い
る
僕
等
に
通
じ
、
芭
蕉
以
前
の
古
い
日
本
の
耳
に
通
じ
て
い
る
に
相
違
な
い
。
そ
れ
を
一
つ
の
音
に
没
入
す
る
こ
と
の
出
来
る
耳
、

あ
る
い
は
閑
寂
の
緊
張
を
知
る
耳
と
い
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
近
代
音
楽
を
生
み
出
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
耳
と
も
、
好
ん
で
打
楽

器
の
刺し

戟げ
き

的
な
響
き
を
打
ち
鳴
ら
す
た
ぐ
い
の
東
洋
の
耳
と
も
異

こ
と
な

っ
た
、
あ
る
独
自
の
感
性
を
明
か
し
て
い
る
。（

小お

倉ぐ
ら

　
朗ろ

う

『
日
本
の
耳
』）

【
文
章
Ⅱ
】

外
国
人
で
「
古
池
や
」
を
最
初
に
訳
し
、
出
版
し
た
栄
誉
は

＊小
泉
八や

雲く
も

の
も
の
で
あ
る
。
八
雲
は
『
異
国
情
趣
と
回
顧
』（
一
八
九
八
年
）

の
な
か
で
、「
蛙
」（
こ
の
タ
イ
ト
ル
もF

ro
g
s

と
複
数
に
な
っ
て
い
る
）
の
章
を
も
う
け
、「
古
池
や
」
を
訳
し
て
い
る
。
ほ
か
の
和
歌
や
俳

句
は
作
者
名
を
あ
げ
て
い
な
い
が
、
さ
す
が
に
こ
れ
だ
け
は
名
を
あ
げ
、「
芭
蕉
の
原
句
は
見
事
な
手
柄
を
あ
げ
た
も
の
だ
が
、
英
語
で
あ

ら
わ
す
の
は
、
不
可
能
で
な
い
と
し
て
も
、
む
ず
か
し
い
」
と
こ
と
わ
っ
て
訳
し
て
い
る
。

そ
の
英
語
は
、
き
わ
め
て
ぶ
っ
き
ら
ぼ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

古
池

―
蛙
が
何
匹
も
飛
び
込
む

―
水
の
音

O
ld

 p
o
n
d

―fro
g
s ju

m
p
in

g
 in

 

―so
u
n
d
 o

f w
a
te

r

八
雲
は
、
こ
の
俳
句
が
後
年
西
欧
で
有
名
に
な
る
と
は
つ
ゆ
知
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
八
雲
は
蛙
を
複
数
に
し
た
。
こ
れ
で
は
、
古
池
に
蛙
が
ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
飛
び
こ
む
こ
と
に
な
る
。

八
雲
は
俳
人＊
水み

ず

落お
ち

露ろ

石せ
き

が
池
に
蛙
を
沢
山
飼
っ
て
い
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
を
念
頭
に
お
い
て
、
複
数
に
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

あ
る
い
は
松
江
に
住
ん
で
い
た
こ
ろ
、
池
に
蛙
が
何
匹
も
飛
び
こ
む
の
を
見
て
い
て
、
そ
の
記
憶
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

蛙
は
群
衆
行
動
を
す
る
も
の
だ
。
一
匹
が
飛
び
こ
め
ば
、
そ
れ
に
つ
づ
い
て
他
の
蛙
も
飛
び
こ
む
の
が
普
通
で
あ
る
。

・・・・5・・・・10・・・・15・・・・・・・5・・・・10・・・・
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6分

複
数
の
鑑
賞
文
の
比
較

20
論  理

複数の文章比較や資料対照
を含む問題への集中対策

※税込価格は消費税率10%の金額です。

現
代
文

現
代
文



暗記に直結したイラスト

コンパクトな解説 “Look@me” 

最新の入試情報

- 10 - - 11 -

書　名 基　礎 標　準 発　展 判型・頁数 本体価格（税込価格）

１ B5 判・64 頁 552 円（607 円）

２ B5 判・64 頁 600 円（660 円）

３ B5 判・56 頁 600 円（660 円）

高校入学後，本格的に学び始

める古典文法を，文章の読解

につなげる� 28 回

１　基礎編
古典文法・重要古語・古典常識

の定着を，古文の読解力につ

なげる� 27回

別冊  文法・語句ノート   付

古典文法を攻略し，入試に向け

た実戦力を養う� 23 回

過去問による演習問題を掲載し

た，別冊  文法・語句ノート   付

２　標準編 ３　発展編

生徒用解答解説書付

教師用付属品
●	本文・設問・補充問題・
   現代語訳のデータ

教師用付属品
●	てす太くん（テスト作成ソフト）
●	確認テスト PDF28 回
●	例文データ

『リード古文』 シリーズ
古典文法・古語・古典常識を習得し，
読解力につなげる！

DATADATA or
解答解説

冊子
選べる
解答解説

解答解説

バラ

バラは40部ごとに間紙が入った状態で納品いたします。

書　名 入門 基　礎 標　準 発　展 判型・頁数 本体価格（税込価格）

 １ （二訂版） B5 判・80 頁 630 円（693 円）

 ２ （二訂版） B5 判・80 頁 630 円（693 円）

教師用付属品
●	本文・設問・解答・原文・現代語訳・ 

補充問題，ノートの本文・設問・解
答のデータ

生徒用解答解説書付
▶ 同シリーズ古典はP.12

『ポイント書く解く マスター古文』 シリーズ （二訂版）

ポイントを押さえて読解力を向上！
DATADATA

イラストとシーンでおぼえる

Look@ 古文単語 337 （改訂版）
見出し語374＋関連語344＋古典常識語344

実戦トレーニング 古文単語
見出し語470（内，重要語★300）＋関連語160＋古典常識語140

TESTTEST

書　名 基　礎 標　準 発　展 判型・頁数 本体価格（税込価格）

実戦トレーニング　古文単語 B6 判・272 頁 838 円（922 円）

書　名 基　礎 標　準 発　展 判型・頁数 本体価格（税込価格）

Look@ 古文単語 337 
　　　　　　　（改訂版）

B6 判・376 頁 880 円（968 円）

赤シート付

★★ ★★ ★★

●解答・解説
　赤シートで解答を
　隠してすぐに確認
　できる

●見出し語（通し番号付）

　関連語（番号なし）
　（★印は重要語）

●解説
　①語源　②現代語との違
　いなどのポイントを明示

●（最終章）古典常識
　古文の読解に必要な古典
　常識の確認に最適

●設問
　右ページの古文単
　語の意味を問う設
　問が中心

わしづかみ要約の穴埋めで
ストーリーの理解が深まる！

ふきだしに主語や助詞，接続詞を補えば古文が読める！

●	シリーズの特徴	 「ふきだし」による読解補助
				    「内容わしづかみ」でのあらすじ把握
				    「読解のつぼ」での古文読解の解説
●	1：30回 (入門・用言・助動詞・和歌)
	 2：30回 (用言・助動詞の復習，助詞・敬語・和歌)

●	別冊  語彙・文法ノート   付

赤シート付

訳語や例文に沿ったイラストで，
視覚的におぼえられる

記憶に残すための豊富な仕掛け！
● 暗記の確かな手がかりになるイラスト

● 恋愛，出家…定番のシーンを読むための古語をひとまとめに

● 各語のコンパクトな解説 “Look@me”

SNS 感覚の 140 字で，
語の成り立ちや現代語と
の違いがしっかりわかる

頻度の高い出題形式や選択肢など，
入試に直結する情報をチェック！

１ ２

フォーム 対応

※税込価格は消費税率10%の金額です。

古　

文

古
文
単
語



3

古
文

漢
文

1

15

美＊

濃
国
に
貧
し
く
賤い
や

し
き
男
あ
り
け
り
。
老
い
た
る
父
を
も
ち
た
り
け
る
を
、
こ
の
男
、
山

の
木
草
を
採
り
て
、
そ
の

代
価価

あ
た
ひを

え
て
父
を
養や
し
なひ

け
り
。
こ
の
父
、
朝
夕
あ
な
が
ち
に
酒
を
愛め

で

ほ
し
が
り
け
れ
ば
、
な＊

り
ひ
さ
ご
と
い
ふ
物
を
腰
に
つ
け
て
、
酒
売
る
家
に
の行っ

て
、
ぞ
み
て
、
常
に

こ
れ
を
こ
ひ
て
父
を
養
ふ
。
あ
る
時
山
に
入い

り
て
薪
＊

を
た
き
ぎ

採
ら
ん
と
す
る
に
、
苔
＊

深
こ
け

き
石
に
す
べ

り
て
、
ううつ

ぶ
せ
に

つ
ぶ
し
に
ま転ん

で
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
、

ろ
び
た
り
け
る
に
、
酒
の
香
の
し
け
れ
ば
、
思
は
ず
に
あ
や
し
く
て
、

そ
の
あ
た
り
を
見
る
に
、
石
の
中
よ
り
水
流
れ
出い

づ
る
所
あ
り
。
そ
の
色
酒
に
似
た
り
け
れ
ば
、

汲く

み
て
ななめ

る
と
、

む
る
に
、
めすば

ら
し
く
上
質
な

で
た
き
酒
な
り
。

＊
美
濃
国
…
現
在
の
岐
阜
県
。

＊
な
り
ひ
さ
ご
…
ひ
ょ
う
た
ん
。

＊
薪
…
燃
料
と
し
て
使
う
木
。

＊
苔
…
湿
っ
た
岩
・
木
な
ど
に
へ
ば
り
つ
い
て
生
え
る
植
物
。

語
注

「
古こ

今こ
ん

著ち
ょ

聞も
ん

集じ
ゅ
う

」

◆
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。

問
１
　
傍
線
部
の
解
釈
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
次
か
ら
選
べ
。

ア
　
年
老
い
た
父
が
朝
か
ら
晩
ま
で
ず
っ
と
酒
を
好
ん
で
飲
み
続
け
て
い
る
の
で
、

イ
　
年
老
い
た
父
が
一
日
中
む
や
み
や
た
ら
に
好
き
な
酒
を
飲
み
た
い
と
言
う
の
で
、

ウ
　
美
濃
国
に
住
む
男
が
酒
好
き
の
父
の
た
め
に
毎
日
酒
を
探
し
回
っ
た
と
こ
ろ
、

エ
　
美
濃
国
に
住
む
男
が
頻
繁
に
酒
を
求
め
て
く
る
父
に
酒
を
や
め
さ
せ
る
た
め
に
、

問
２
　
本
文
の
内
容
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
次
か
ら
選
べ
。

ア
　
貧
し
く
と
も
生
活
を
支
え
て
く
れ
る
息
子
に
対
し
て
、
父
が
恩
返
し
を
し
た
。

イ
　
酒
な
し
で
は
生
き
て
い
け
な
い
父
に
対
し
て
、
息
子
が
酒
を
や
め
さ
せ
よ
う
と
し
た
。

ウ
　
父
に
対
し
て
孝
行
す
る
息
子
が
、
思
い
が
け
ず
父
の
求
め
る
酒
が
湧
き
出
る
場
所
を
発
見
し
た
。

エ
　
父
に
酒
を
飲
ま
せ
る
た
め
に
息
子
が
酒
の
湧
き
出
る
と
言
わ
れ
る
場
所
を
探
し
て
旅
に
出
た
。

速 読

字　数

正答数

232字
目安時間

4分

2
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書　名 基　礎 標　準 発　展 判型・頁数 本体価格（税込価格）

１ （三訂版） B5 判・80 頁 610 円（671 円）

２ （三訂版） B5 判・72 頁 620 円（682 円）

３ （三訂版） B5 判・96 頁 650 円（715 円）

書　名 入門 基　礎 標　準 発　展 判型・頁数 本体価格（税込価格）

 １ （二訂版） B5 判・80 頁 630 円（693 円）

 ２ （二訂版） B5 判・80 頁 630 円（693 円）

 ３ B5 判・80 頁 660 円（726 円）

書　名 基　礎 標　準 発　展 判型・頁数 本体価格（税込価格）

 速読古典Ⅰ

バラ解答別価
A4 判・32 頁

450 円（495 円）

120 円（132 円）

 速読古典Ⅱ

バラ解答別価
A4 判・56 頁

500 円（550 円）

120 円（132 円）

『古典の演習 』 シリーズ （三訂版）

文法・句形の徹底演習で，読解力を養う！

『ポイント書く解く マスター古典』 シリーズ （１・２は二訂版）

ポイントを押さえて読解力を向上！

『すらすら読める 速読古典』 シリーズ

「速読」と「復習」で完成！
DATADATA

DATADATA

DATADATA

生徒用解答解説書付

生徒用解答解説書 付
生徒用解答解説書付

教師用付属品
●	本文・設問・解答・白文・補充問題・

確認問題（３集のみ）のデータ

教師用付属品
●	本文・設問・解答・白文・現代語訳・

書き下し文・補充問題，ノートの本
文・設問・解答のデータ

教師用付属品
●	本文・設問・解答・白文・現代語訳・

書き下し文・補充問題・解答解説書
PDF のデータ

or
解答解説

冊子
選べる
解答解説

解答解説

バラ

バラは40部ごとに間紙が入った状態で納品いたします。

●	入門編の充実
　（古文・漢文ともに２回）

●	解説「文法（句形）を押さえる」
＋

	 演習「文法（句形）トレーニング」で，
	 古典文法の基本を学習

●	全32回　（古文16回/漢文16回）

●	読みやすく，面白い素材文

●	確認問題「文法（句形）を押さえる」
＋

	 演習 「文法（句形）トレーニング」で，
	 文法・句形の確実な定着を図る

●	全28回　（古文15回/漢文13回）

●	読みごたえのある素材文で，
	 入試のための読解力を伸ばす

●	確認問題「文法（句形）を押さえる」
＋

	 過去問演習「入試問題にチャレンジ」
	 で，実戦力を養成

●	全26回　（古文15回/漢文11回）

●	さまざまなバリエーションの複数
テキスト問題を豊富に収録

●	1・2：30回（古文17回・漢文13回）
	   3  ：28回（古文17回・漢文11回）
		  　  私大対策・共通テスト対策で
		  　  総仕上げ

●	別冊  語彙・文法・句形ノート    付

●	表面「速読」：目安時間内に要点をつかみながらすらすら読む

　　　　　　　　　　　　　２段階学習

　 裏面「復習」：省略部分の補い，重要単語・語彙や文法事項を意識してじっくり読む

●	解答解説書では，古典常識(Ⅰ )やジャンル別の速読のポイント(Ⅱ )を解説

●	Ⅰ：15回（古文10回・漢文５回）
	 Ⅱ：24回（古文14回・漢文10回）

▲ 速読古典Ⅰ
　第１回 表面「速読」

▼速読古典Ⅰ
　第１回 裏面「復習」

１ 基礎力養成編 ２ 標準編 ３ 発展編

本文の流れをつかむ
イラスト付（冒頭回）

4

1

「
古
今
著
聞
集
」

復 習

正答数

12

　
　
　
傍
線
部
①
〜
⑤
に
つ
い
て
、
本
文
横
の

を
埋
め
、
文
法
の
説
明
を
完
成
さ
せ
よ
。

　
　
　
本
文
横
の

に
省
略
さ
れ
た
語
句
を
記
せ
。（
本
文
中
の
語
句
で
答
え
る
こ
と
。）

省略
Ｑ

　
　
　
波
線
部
㋐
〜
㋓
の
本
文
中
で
の
意
味
を
答
え
よ
。（
終
止
形
で

よ
い
。）

㋐
〔

〕

㋑
〔

〕

㋒
〔

〕

㋓
〔

〕

そ
の
他
の
覚
え
て
お
き
た
い
単
語

愛
づ
…
①
愛
す
る
。
②
ほ
め
る
。
❸
好
む
。
④
感
動
す
る
。

思
は
ず
な
り
…
❶
思
い
が
け
な
い
。
②
心
外
だ
。

め
で
た
し
…
❶
す
ば
ら
し
い
。
立
派
だ
。
②
喜
ば
し
い
。

単語
Ｑ

文法
Ｑ

15

　
美
濃
国
に
貧
し
く㋐
賤い

や

し
⌇

き
⌇

男
⌇

あ
り
け
り
。①
老
い
た
る
父
を
も
ち
た
り
け
る
を
、
こ
の
男
、
山

の
木
草
を
採
り
て
、
そ
の
価あ
た
ひ
を②
え
て
父
を
養や
し
な
ひ
け
り
。
こ
の
父
、
朝
夕㋑
あ⌇
な⌇
が⌇
ち⌇
に⌇
酒
を
愛め

で

ほ
し
が
り
け
れ
ば
、
な
り
ひ
さ
ご
と
い
ふ
物
を
腰
に
つ
け
て
、
酒
売
る
家
に
の
ぞ
み
て
、
常
に

こ
れ
を㋒
こ⌇
ひ⌇
て
父
を
養
ふ
。
あ
る
時
山
に
入い

り
て
薪た
き
ぎ
を
採
ら
ん
と
す
る
に
、
苔こ
け

深
き
石
に
す
べ

り
て
、
う
つ
ぶ
し
に
ま
ろ
び
た
り
け
る
に
、
酒
の
香
の
し
け
れ
ば
、
思
は
ず
に㋓
あ⌇
や⌇
し⌇
く⌇
て
、

そ
の
あ
た
り
を
見
る
に
、
石
の
中
よ
り
水
流
れ③
出い

づ
る
所
あ
り
。
そ
の
色
酒
に④
似
た
り
け
れ
ば
、

汲く

み
て⑤
な
む
る
に
、
め
で
た
き
酒
な
り
。

動 詞

　
　
　
　行

　
　
　
　
　
　
　活
用

　
　
　
　
　
　
　形

動 詞

　
　
　
　行

　
　
　
　
　
　
　活
用

　
　
　
　
　
　
　形

主語

　
　
　
　
　
　
　
　は

主語

　
　
　
　
　
　
　
　が

主語

　
　
　
　
　
　
　
　が

動 詞

　
　
　
　行

　
　
　
　
　
　
　活
用

　
　
　
　
　
　
　形

動 詞

　
　
　
　行

　
　
　
　
　
　
　活
用

　
　
　
　
　
　
　形

動 詞

　
　
　
　行

　
　
　
　
　
　
　活
用

　
　
　
　
　
　
　形

本文再掲による省略部分・
文法事項の確認

重要単語・語彙の確認

▶ 同シリーズ古文はP.10

※ 本書は在庫がなくなり次第，本体価格680円（税込748円）での販売となります

１

Ⅰ Ⅱ

２ ３
※ 本書のご注文は 10 冊より承ります。

バラは45部ごとに間紙が入った状態で納品いたします。

※税込価格は消費税率10%の金額です。

古　

典

古　

典
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生徒用解説解答書付

助動詞編
ポイント・チェック→設問で助動詞の活用・接続・意味・

訳し方をしっかり押さえる

敬語・助詞・識別編
敬語９回，助詞３回，識別３回

入試実戦編
過去の大学入試に出題された文法問題を精選して掲載

教師用付属品
●	設問箇所のデータ

書　名 基　礎 標　準 発　展 判型・頁数 本体価格（税込価格）

助動詞編 B5 判・32 頁 400 円（440 円）

敬語・助詞・識別編 B5 判・32 頁 400 円（440 円）

入試実戦編 B5 判・32 頁 419 円（461 円）

『古典文法ドリル』 シリーズ
ポイントを押さえた１５レッスン！

DATADATA

『アシスト古典文法』 シリーズ
論理的思考を引き出し，「読む」につなげる！

生徒用解答解説書付

DATADATA

用言編

● 文法の確認 → 練習問題 → 文章問題 or 会話問題 → 長文問題 の充実した設問数
●本誌と見比べやすく，ひと目でわかる解答解説書

アシスト欄

解法を確認すること
でつまずきをなくし，

「なぜそうなるのか」
を印象づける

読解の手がかり

本文に関する資料を読むことで，新たな
知識をふまえて内容理解を深める

会話問題

会話問題を読み，解
くことで，暗記にと
どまらない深い理解
を促す

教師用付属品
●	本文・設問・解答・現代語訳・

補充問題・確認テストのデータ

助動詞編 敬語・和歌編

書　名 基　礎 標　準 発　展 判型・頁数 本体価格（税込価格）

用言編 B5 判・32 頁 380 円（418 円）

助動詞編 B5 判・40 頁 380 円（418 円）

敬語・和歌編 B5 判・32 頁 380 円（418 円）

助詞・識別編 B5 判・32 頁 380 円（418 円）

助詞・識別編

演習編

必携古典文法ノート

生徒用解答書付

高校生の古典文法（七訂版）
もう迷わない，つまずかない，ひと目でわかるレイアウト！

●	情報を「重要」「注意」「補足」に分類。学習のポイントがひと目でわかる

レイアウトに
●	敬語の章を充実。導入は口語文法の敬語から学べる
●	敬語動詞一覧表を使いやすく改良。「複数の用法をもつ敬語」を充実
●	「読解のポイント」「和歌の修辞法」などが好評
●	準拠ノート「演習編」を用意

教師用付属品
●	解説動画(パワーポイント付)
●	本誌/準拠ノートの原文データ・教授資料PDF・

確認テスト・パワーポイント〔活用表・練習問題〕・ 

本誌の問題＋解答記入用紙PDF・本誌PDF

DATADATA

書　名 入門 基　礎 標　準 発　展 判型・頁数 本体価格（税込価格）

高校生の古典文法 （七訂版） A5 判・184 頁 580 円（638 円）

高校生の古典文法 （七訂版）

演習編
B5 判・56 頁 370 円（407 円）

生徒用解説解答書付

解釈のための  必携  古典文法（三訂新版）
古文を解釈するための，基本的な文法をしっかり学べる！

●	箇条書き・図解・表などを用いたわかりやすい解説
●	教科書に採られている作品を中心に，平易な用例を採録し，すべて口語訳

を併記
●	古文解釈に役立つ知識を，下段のポイントに掲載
●	段階的に学習できる構成…基礎力チェック→章末「総合演習」（①基本問題

【短文】→②演習問題【文章】）
●	準拠「必携古典文法ノート」を用意

教師用付属品
●	テスト作成CD-ROM
●	教授資料・巻末付録・問題編・用例文のデータ

TESTTEST DATADATA

書　名 基　礎 標　準 発　展 判型・頁数 本体価格（税込価格）

解釈のための
必携  古典文法 （三訂新版）

B5 判・160 頁 648 円（713 円）

必携古典文法ノート
（三訂新版）

B5 判・48 頁 454 円（499 円）

※税込価格は消費税率10%の金額です。

古
典
文
法

古
典
文
法
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『国語のススメ』 シリーズ
知識を身につけ，読み方を学ぶ

『高校 国語の学習』 シリーズ
長期休暇の課題帳に最適

DATADATA

DATADATA

1

1＋
プラス

2

生徒用解答解説書・確認テスト付

生徒用解答書・確認テスト付

教師用付属品
●	本文・設問・確認テストのデータ
※データには，ペーパーのテストとは別内容

の確認テストも収録

教師用付属品
●	本文・設問・解答・確認テスト，古典文法

活用表小テストのデータ

書　名 基　礎 標　準 発　展 判型・頁数 本体価格（税込価格）

1（現代文・古文） B5判・40頁 389 円（428 円）

1＋
プラス

（現代文・古文・
漢文入門）

B5判・40頁 389 円（428 円）

2（現代文・古典） B5判・40頁 389 円（428 円）

書　名 基　礎 標　準 発　展 判型・頁数 本体価格（税込価格）

１基礎編 B5判・32頁 350 円（385 円）

１総合編 B5判・32頁 350 円（385 円）

２基礎編 B5判・32頁 350 円（385 円）

２総合編 B5判・32頁 350 円（385 円）

３実践国語 B5判・32頁 350 円（385 円）

３総合国語 B5判・32頁 350 円（385 円）

ことばと漢字 B5判・32頁 350 円（385 円）

長期休暇中の課題や週末課題に！

現代文
古文

現代文
古文

漢文入門

実用的な文章・表・グ

ラフから情報を読み

取る回を収録

●	現代文12回

　古文７回
　（古典文法入門と用言）

●	現代文10回

　古文７回
　（古典文法入門と用言）

　漢文入門２回

●	現代文９回

　古文６回（基本の助動詞）

　漢文４回（基本の句法）

●	学年や目的に合わせて選択できる

充実のラインナップ

●	現代文読解は親しみやすく楽しく

読める，700 ～ 1000字前後の文章

●	「３実践国語」「ことばと漢字」は

一般常識や就職対策問題も収録

「１」と「１＋
プラス

」の，

現代文・古文の問題は

共通です

「
１
」ま
た
は「
１
＋

プ
ラ
ス

」を
選
択
で
き
ま
す

書　名 基　礎 標　準 発　展 判型・頁数 本体価格（税込価格）

１ B5 判・48 頁 600 円（660 円）

２ B5 判・48 頁 619 円（681 円）

３ B5 判・56 頁 648 円（713 円）

書　名 入門 基　礎 標　準 発　展 判型・頁数 本体価格（税込価格）

　漢文学習必携 （三訂増補版） A5 判・224 頁 570 円（627 円）

　漢文学習必携　句法演習ノート （三訂版） B5 判・48 頁 330 円（363 円）

　漢文学習必携　総合演習ノート （三訂版） B5 判・64 頁 380 円（418 円）

１
（全22回）

２
（全22回）

３
（全25回）

生徒用解説解答書付

生徒用解答書付

総合演習ノート句法演習ノート

教師用付属品
●	本文・設問・解答・書き下し文・現代語訳 
・白文・補充問題・提出用解答用紙のデータ

『ルート漢文』 シリーズ
学習の手順・道筋（ルート）に沿って，段階的に学ぶ！

漢文学習必携 （三訂増補版）
読解のための丁寧な解説を展開し，入試直前まで対応

DATADATA

DATADATA

漢文入門～基礎的な句法

句法知識の完成

入試に即した句法のチェック

or
解答解説

冊子
選べる
解答解説

解答解説

バラ

バラは40部ごとに間紙が入った状態で納品いたします。

●	読解のための解説

　「用法サポート」（全78箇所）で重要句形や語彙について丁寧に解説

　「特別講義」（全18箇所）で発展的内容を解説し，学習者の疑問を解消
●	豊富な演習問題

すぐ確認ができる「ミニ演習」（全27箇所）と「練習問題」（全16箇所）

で知識の定着が図れる
●	入試直前も役立つ

　入試の傾向を徹底的に検証し，用例を選定

「多くの意味をもつ重要語」を整理しやすいよう一覧にまとめたもの

を収録
●	日本漢文の学習に対応

　「中国文学史」年表に，日本の歴史事項や文学作品を併記

　「日本における中国文化・思想の受容」では，奈良時代以前から明治・

大正時代までの日本漢学の流れを解説
●	準拠「句法演習ノート」「総合演習ノート」を用意

教師用付属品
●	学習サポート動画

（パワーポイント付・全 18 点）

　　　　　　　　　　　　　　　
●	授業用パワーポイント（句形・語彙・ミニ演習・練

習問題）・本誌 / 準拠ノートの原文データ・16 回
確認テストのデータ

動画はこちら

※ 本書は在庫限りの販売となります

※税込価格は消費税率10%の金額です。

漢　

文

総　

合



▲本書５級①

4

我田引水（がでんいんすい）…自分の立場に有利になるように強引に物事を運ぶこと四字
熟語

正
し
い
筆
順
で

て
い
ね
い
に
書
こ
う

　

書

　き

　取

　り

１

書

　き

　取

　り

２

書

　き

　取

　り

３

５
級
①

４
級

３
級

準
２
級
　

２
級

漢
字

読
み

熟
語

部
首

画
数

５
級

0 191字

16 字

①

学 習
到達度5

対
義
語

異口同音（いくどうおん）…多くの人の意見が一
いっ

致
ち

すること四字
熟語

異い

常じ
ょ
う

↕
正せ
い

常じ
ょ
う

延え
ん

長ち
ょ
う

↕
短た
ん

縮し
ゅ
く

拡か
く

大だ
い

↕
縮し
ゅ
く

小し
ょ
う

イ
ぐ
す
り
を
飲
む
。

胃
薬

胃
の
調
子
を
整
え
る
薬

セ
ッ
カ
イ
水
を
使
っ
た
実
験
。

石
灰

水
酸
化
カ
ル
シ
ウ
ム
の
水
溶
液（
す
い
よ
う
え
き
）

世
界
イ
サ
ン
へ
の
登
録
。

遺
産

世
界
的
に
重
要
で
保
護
さ
れ
て
い
る
建
築
物
や
自
然

写
真
を
カ
ク
ダ
イ
す
る
。

拡
大

広
げ
て
大
き
く
す
る
こ
と

チ
イ
キ
の
祭
り
に
参
加
す
る
。

地
域

区
切
ら
れ
た
場
所

悪あ

し
き
習
慣
を
カ
ク
シ
ン
す
る
。

革
新

こ
れ
ま
で
の
制
度
な
ど
を
変
え
て
新
し
く
す
る
こ
と

ウ
チ
ュ
ウ
飛
行
士
に
あ
こ
が
れ
る
。

宇
宙

地
球
を
と
り
ま
く
大
気
圏（
た
い
き
け
ん
）の
外
側

ナ
イ
カ
ク
の
改
造
を
行
う
。

内
閣

国
の
行
政
を
担
当（
た
ん
と
う
）す
る
最
高
機
関

二
回
の
ブ
ン
カ
ツ
で
支し

払は
ら

う
。

分
割

何
回
か
に
分
け
る
こ
と

か
ぶ
シ
キ
の
売
買
で
も
う
け
る
。

株
式

株
主
権（
か
ぶ
ぬ
し
け
ん
）を
表
す
有
価
証
券（
し
ょ
う
け
ん
）

エ
ン
ガ
ン
で
つ
り
を
す
る
。

沿
岸

海
に
沿
っ
て
い
る
陸
地

ジ
ガ
を
つ
ら
ぬ
く
。

　

自
我

自
分
自
身
の
意
識
や
認
識（
に
ん
し
き
）

命
の
オ
ン
ジ
ン
に
感
謝
す
る
。

　

恩
人

情
け
を
か
け
て
く
れ
た
人

イ
ツ
ウ
に
苦
し
む
。

胃
痛

胃
の
痛（
い
た
）み

机つ
く
え

の
上
に
は
い
ざ
ら
を
置
く
。

灰
皿

タ
バ
コ
の
す
い
が
ら
や
灰
を
入
れ
る
い
れ
も
の

母
の
性
格
が
イ
デ
ン
す
る
。

遺
伝

形
質
が
親
か
ら
子
に
伝
わ
る
こ
と

に
お
い
が
カ
ク
サ
ン
す
る
。

拡
散

ば
ら
ば
ら
に
広
く
散
ら
ば
る
こ
と

日
本
ゼ
ン
イ
キ
で
雨
が
降ふ

る
。

全
域

あ
る
地
域
の
全
体

国
民
が
カ
ク
メ
イ
を
起
こ
す
。

革
命

社
会
組
織
を
力
で
根
本
か
ら
変
え
る
こ
と

彼か
の

女じ
ょ

は
キ
ウ
の
広
大
な
人
だ
。

気
宇

気
が
ま
え

神
社
ブ
ッ
カ
ク
を
観
光
す
る
。

仏
閣

寺
の
建
物

外
国
の
エ
イ
ガ
を
見
る
。

映
画

連
続
し
た
フ
ィ
ル
ム
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
し
た
も
の

以
下
の
説
明
は
カ
ツ
ア
イ
す
る
。

割
愛

や
む
な
く
切
り
す
て
る
こ
と

提
出
期
限
を
エ
ン
チ
ョ
ウ
す
る
。

延
長

時
間
や
距
離（
き
ょ
り
）を
さ
ら
に
の
ば
す
こ
と

体
育
祭
が
エ
ン
キ
に
な
る
。

延
期

行
事
な
ど
を
、
予
定
の
日
か
ら
後
に
の
ば
す
こ
と

か
ぶ
カ
が
急き
ゅ
う

激げ
き

に
上
が
る
。

株
価

株
式
の
市
場
で
の
価
値（
か
ち
）

母
校
の
エ
ン
カ
ク
を
調
べ
る
。

沿
革

う
つ
り
か
わ
り

読
書
に
ム
ガ
夢
中
に
な
る
。

無
我

物
事
に
熱
中
す
る
こ
と

イ
チ
ョ
ウ
の
調
子
が
悪
い
。

胃
腸

内
臓（
な
い
ぞ
う
）の
胃
と
腸（
ち
ょ
う
）

は
い
い
ろ
の
色
鉛え
ん

筆ぴ
つ

。

灰
色

ね
ず
み
色

子
ど
も
に
ユ
イ
ゴ
ン
を
残
す
。

遺
言

死
後
の
た
め
に
言
い
残
す
言
葉

校
舎
を
カ
ク
チ
ョ
ウ
す
る
。

拡
張

規
模（
き
ぼ
）を
大
き
く
す
る
こ
と

経け
い

済ざ
い

学が
く

の
リ
ョ
ウ
イ
キ
。

領
域

学
問
や
研
究
で
あ
つ
か
わ
れ
る
分
野

電
車
の
つ
り
か
わ
を
に
ぎ
る
。

つ
り

革
つ
り

革
ひ
も
な
ど
で
つ
り
さ
げ
た
輪

宇ウ

宙チ
ュ
ウ

気キ

宇ウ

カ
ク
ギ
が
開
か
れ
る
。

閣
議

総
理
大
臣
が
各
大
臣
を
集
め
て
行
う
会
議

ゆ
う
ば
え
の
空
を
な
が
め
る
。

夕
映
え

え

夕
日
に
空
が
赤
く
そ
ま
る
こ
と

出
発
日
を
ひ
の
べ
す
る
。

日
延
べ

べ

日
程
を
先
に
の
ば
す
こ
と

う
み
ぞ
い
の
道
を
歩
く
。

海
沿
い

い

海
の
近
く

各
自
の
や
く
わ
り
を
決
め
る
。

役
割

割
り
当
て
ら
れ
た
役
目

わ
が
や
に
招
待
す
る
。

我
が

家

が

自
分
の
家

き
り
か
ぶ
に
つ
ま
ず
く
。

切
り

株

り

木
な
ど
を
切
っ
た
あ
と
の
根
も
と
部
分

異
曚
曠
昿
曦
曩
曰

灰
敖
敕
敍
敘
敞
數
斃
變
斛
斟

遺
曵
曷
朏
朖
朞
朦
朧
霸

拡
斫
斷
旃
旆
旄
旌
旒
旛
旙
无

域
朮
朿
朶
杁
朸
朷
杆
杞
杠

革
旡
旱
杲
昊
昃
旻

宇
杙
杣
枉
杰
枩
杪
枌
枋
枦
枷

閣
杳
昵
昶
昴
昜
晏
晄
晉
晁

映
晞
晝
晤
晧
晨
晟
晢
晰

延
柎
柆
柧
檜
栞
框
栩
桀
桍
栲

株
暃
暈
暎
暉
暄
暘
暝
曁

沿
暹
曉
暾
暼
曄
暸
曖

我
芥
蟹
凱
咳
崖
碍
蓋
鎧
骸
浬

恩
柬
枳
柩
枸
柤
柞
柝
柢
柮
枹

割
捩
掾
揩
揀
揆
揣
揉
插
揶

胃

16

か
ぶ

株か
ぶ

式し
き

株か
ぶ

主ぬ
し

10 画
きへん

８
画
目
は
上
に
つ
き
出
す

15

カ
ツ

わ
る
・
わ
り

わ
れ
る
・
さ
く

割わ
り

合あ
い

割わ
り

引び
き

12 画
りっとう

４
〜
７
画
目
の
筆
順
に
注
意

14

カ
ク

天て
ん

守し
ゅ

閣か
く

組そ

閣か
く

14 画
もんがまえ

「
門
」は
８
画
で
書
く
。
筆
順
に
注
意

13

革
カ
ク

か
わ

改か
い

革か
く

変へ
ん

革か
く

9 画
かくのかわ・
つくりがわ

「
廿
」を「
丗
」と
し
な
い
よ
う
に

12

カ
ク

拡か
く

声せ
い

拡か
く

充じ
ゅ
う

8 画
てへん

１
〜
３
画
目
の
筆
順
に
注
意

11

カ
イ

は
い

灰か
い

土ど
火か

山ざ
ん

灰ば
い

6 画
ひ

２
画
目
は
は
ら
う

10

ガわ
れ
・
わ

我が

流り
ゅ
う

我わ

が
国く
に

7 画
ほこづくり・
ほこがまえ

３
画
目
は
ま
っ
す
ぐ
書
い
て
は
ね
る

9

オ
ン

恩お
ん

師し
恩お
ん

義ぎ

10 画
こころ

「
心
」の
形
に
注
意

8

エ
ン

そ
う

沿え
ん

線せ
ん

川か
わ

沿ぞ

い
8 画
さんずい

４
・５
画
目
は「
八
」。「
𠆢
𠆢𠆢𠆢𠆢𠆢




7

エ
ン

の
び
る
・
の
べ
る

の
ば
す

延え
ん

着ち
ゃ
く

順じ
ゅ
ん

延え
ん

8 画
えんにょう

「
廴
」は
３
画
で
書
く

6

エ
イ

う
つ
る
・
う
つ
す

は
え
る

上じ
ょ
う

映え
い

反は
ん

映え
い

9 画
ひへん

８
画
目
は
上
に
つ
き
出
す

5

ウ

宇う

宙ち
ゅ
う

気き

宇う

6 画
うかんむり

最
後
の
１
画
は
ま
っ
す
ぐ
書
い
て
は
ね
る

4

イ
キ

区く

域い
き

広こ
う

域い
き

11 画
つちへん

８
画
目
の
横
線
を
書
き
わ
す
れ
な
い
よ
う
に

3

イ
・
ユ
イ

遺い

失し
つ

遺い

志し

15 画
しんにょう・
しんにゅう

「
⻌
」は
３
画
で
書
く

1

イ

胃い

液え
き

胃い

腸ち
ょ
う

9 画
にく

下
の「
月
」は「
田
」よ
り
小
さ
く

2

イこ
と

異い

義ぎ
異い

国こ
く

11 画
た

「
田
」の
３
画
目
は
縦
線（
た
て
せ
ん
）か
ら
書
く

テ
レ
ビ
の
エ
イ
ゾ
ウ
が
乱み
だ

れ
る
。

映
像

映
し
出
さ
れ
た
画
像

攘
攜
攅
攤
攣
攫
攴
攵
攷
攸

異

イ
ジ
ョ
ウ
な
気
象
。

異
常

い
つ
も
と
ち
が
う
こ
と

二
つ
に
サ
イ
は
な
い
。

差
異

ち
が
い

彼か
れ

と
は
考
え
を
こ
と
に
す
る
。

異
に
す
る

に
す
る

別
に
す
る

両
親
へ
の
オ
ン
が
え
し
。

恩
返
し

し

受
け
た
恩
に
報
い
る
こ
と

シ
ャ
オ
ン
会
を
開
く
。

謝
恩

感
謝
の
意
を
伝
え
る
た
め
に
開
か
れ
る
会

漢字表には

「とめ・はね・

筆順」など，

注意すべき点を

明記

十字マス・なぞり書きで

バランスよく書く練習が

できる

4

我田引水（がでんいんすい）…自分の立場に有利になるように強引に物事を運ぶこと四字
熟語

正
し
い
筆
順
で

て
い
ね
い
に
書
こ
う

　

書

　き

　取

　り

１

書

　き

　取

　り

２

書

　き

　取

　り

３

５
級
①

４
級

３
級

準
２
級
　

２
級

漢
字

読
み

熟
語

部
首

画
数

５
級

0 191字

16 字

①

学 習
到達度5

対
義
語

異口同音（いくどうおん）…多くの人の意見が一
いっ

致
ち

すること四字
熟語

異い

常じ
ょ
う

↕
正せ
い

常じ
ょ
う

延え
ん

長ち
ょ
う

↕
短た
ん

縮し
ゅ
く

拡か
く

大だ
い

↕
縮し
ゅ
く

小し
ょ
う

イ
ぐ
す
り
を
飲
む
。

胃
薬

胃
の
調
子
を
整
え
る
薬

セ
ッ
カ
イ
水
を
使
っ
た
実
験
。

石
灰

水
酸
化
カ
ル
シ
ウ
ム
の
水
溶
液（
す
い
よ
う
え
き
）

世
界
イ
サ
ン
へ
の
登
録
。

遺
産

世
界
的
に
重
要
で
保
護
さ
れ
て
い
る
建
築
物
や
自
然

写
真
を
カ
ク
ダ
イ
す
る
。

拡
大

広
げ
て
大
き
く
す
る
こ
と

チ
イ
キ
の
祭
り
に
参
加
す
る
。

地
域

区
切
ら
れ
た
場
所

悪あ

し
き
習
慣
を
カ
ク
シ
ン
す
る
。

革
新

こ
れ
ま
で
の
制
度
な
ど
を
変
え
て
新
し
く
す
る
こ
と

ウ
チ
ュ
ウ
飛
行
士
に
あ
こ
が
れ
る
。

宇
宙

地
球
を
と
り
ま
く
大
気
圏（
た
い
き
け
ん
）の
外
側

ナ
イ
カ
ク
の
改
造
を
行
う
。

内
閣

国
の
行
政
を
担
当（
た
ん
と
う
）す
る
最
高
機
関

二
回
の
ブ
ン
カ
ツ
で
支し

払は
ら

う
。

分
割

何
回
か
に
分
け
る
こ
と

か
ぶ
シ
キ
の
売
買
で
も
う
け
る
。

株
式

株
主
権（
か
ぶ
ぬ
し
け
ん
）を
表
す
有
価
証
券（
し
ょ
う
け
ん
）

エ
ン
ガ
ン
で
つ
り
を
す
る
。

沿
岸

海
に
沿
っ
て
い
る
陸
地

ジ
ガ
を
つ
ら
ぬ
く
。

　

自
我

自
分
自
身
の
意
識
や
認
識（
に
ん
し
き
）

命
の
オ
ン
ジ
ン
に
感
謝
す
る
。

　

恩
人

情
け
を
か
け
て
く
れ
た
人

イ
ツ
ウ
に
苦
し
む
。

胃
痛

胃
の
痛（
い
た
）み

机つ
く
え

の
上
に
は
い
ざ
ら
を
置
く
。

灰
皿

タ
バ
コ
の
す
い
が
ら
や
灰
を
入
れ
る
い
れ
も
の

母
の
性
格
が
イ
デ
ン
す
る
。

遺
伝

形
質
が
親
か
ら
子
に
伝
わ
る
こ
と

に
お
い
が
カ
ク
サ
ン
す
る
。

拡
散

ば
ら
ば
ら
に
広
く
散
ら
ば
る
こ
と

日
本
ゼ
ン
イ
キ
で
雨
が
降ふ

る
。

全
域

あ
る
地
域
の
全
体

国
民
が
カ
ク
メ
イ
を
起
こ
す
。

革
命

社
会
組
織
を
力
で
根
本
か
ら
変
え
る
こ
と

彼か
の

女じ
ょ

は
キ
ウ
の
広
大
な
人
だ
。

気
宇

気
が
ま
え

神
社
ブ
ッ
カ
ク
を
観
光
す
る
。

仏
閣

寺
の
建
物

外
国
の
エ
イ
ガ
を
見
る
。

映
画

連
続
し
た
フ
ィ
ル
ム
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
し
た
も
の

以
下
の
説
明
は
カ
ツ
ア
イ
す
る
。

割
愛

や
む
な
く
切
り
す
て
る
こ
と

提
出
期
限
を
エ
ン
チ
ョ
ウ
す
る
。

延
長

時
間
や
距
離（
き
ょ
り
）を
さ
ら
に
の
ば
す
こ
と

体
育
祭
が
エ
ン
キ
に
な
る
。

延
期

行
事
な
ど
を
、
予
定
の
日
か
ら
後
に
の
ば
す
こ
と

か
ぶ
カ
が
急き
ゅ
う

激げ
き

に
上
が
る
。

株
価

株
式
の
市
場
で
の
価
値（
か
ち
）

母
校
の
エ
ン
カ
ク
を
調
べ
る
。

沿
革

う
つ
り
か
わ
り

読
書
に
ム
ガ
夢
中
に
な
る
。

無
我

物
事
に
熱
中
す
る
こ
と

イ
チ
ョ
ウ
の
調
子
が
悪
い
。

胃
腸

内
臓（
な
い
ぞ
う
）の
胃
と
腸（
ち
ょ
う
）

は
い
い
ろ
の
色
鉛え
ん

筆ぴ
つ

。

灰
色

ね
ず
み
色

子
ど
も
に
ユ
イ
ゴ
ン
を
残
す
。

遺
言

死
後
の
た
め
に
言
い
残
す
言
葉

校
舎
を
カ
ク
チ
ョ
ウ
す
る
。

拡
張

規
模（
き
ぼ
）を
大
き
く
す
る
こ
と

経け
い

済ざ
い

学が
く

の
リ
ョ
ウ
イ
キ
。

領
域

学
問
や
研
究
で
あ
つ
か
わ
れ
る
分
野

電
車
の
つ
り
か
わ
を
に
ぎ
る
。

つ
り

革
つ
り

革
ひ
も
な
ど
で
つ
り
さ
げ
た
輪

宇ウ

宙チ
ュ
ウ

気キ

宇ウ

カ
ク
ギ
が
開
か
れ
る
。

閣
議

総
理
大
臣
が
各
大
臣
を
集
め
て
行
う
会
議

ゆ
う
ば
え
の
空
を
な
が
め
る
。

夕
映
え

え

夕
日
に
空
が
赤
く
そ
ま
る
こ
と

出
発
日
を
ひ
の
べ
す
る
。

日
延
べ

べ

日
程
を
先
に
の
ば
す
こ
と

う
み
ぞ
い
の
道
を
歩
く
。

海
沿
い

い

海
の
近
く

各
自
の
や
く
わ
り
を
決
め
る
。

役
割

割
り
当
て
ら
れ
た
役
目

わ
が
や
に
招
待
す
る
。

我
が

家

が

自
分
の
家

き
り
か
ぶ
に
つ
ま
ず
く
。

切
り

株

り

木
な
ど
を
切
っ
た
あ
と
の
根
も
と
部
分

異
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曠
昿
曦
曩
曰
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敖
敕
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胃

16

か
ぶ

株か
ぶ

式し
き

株か
ぶ

主ぬ
し

10 画
きへん

８
画
目
は
上
に
つ
き
出
す

15

カ
ツ

わ
る
・
わ
り

わ
れ
る
・
さ
く

割わ
り

合あ
い

割わ
り

引び
き

12 画
りっとう

４
〜
７
画
目
の
筆
順
に
注
意

14

カ
ク

天て
ん

守し
ゅ

閣か
く

組そ

閣か
く

14 画
もんがまえ

「
門
」は
８
画
で
書
く
。
筆
順
に
注
意

13

革
カ
ク

か
わ

改か
い

革か
く

変へ
ん

革か
く

9 画
かくのかわ・
つくりがわ

「
廿
」を「
丗
」と
し
な
い
よ
う
に

12

カ
ク

拡か
く

声せ
い

拡か
く

充じ
ゅ
う

8 画
てへん

１
〜
３
画
目
の
筆
順
に
注
意

11

カ
イ

は
い

灰か
い

土ど
火か

山ざ
ん

灰ば
い

6 画
ひ

２
画
目
は
は
ら
う

10

ガわ
れ
・
わ

我が

流り
ゅ
う

我わ

が
国く
に

7 画
ほこづくり・
ほこがまえ

３
画
目
は
ま
っ
す
ぐ
書
い
て
は
ね
る

9

オ
ン

恩お
ん

師し
恩お
ん

義ぎ

10 画
こころ

「
心
」の
形
に
注
意

8

エ
ン

そ
う

沿え
ん

線せ
ん

川か
わ

沿ぞ

い
8 画
さんずい

４
・５
画
目
は「
八
」。「
𠆢
𠆢𠆢𠆢𠆢𠆢




7

エ
ン

の
び
る
・
の
べ
る

の
ば
す

延え
ん

着ち
ゃ
く

順じ
ゅ
ん

延え
ん

8 画
えんにょう

「
廴
」は
３
画
で
書
く

6

エ
イ

う
つ
る
・
う
つ
す

は
え
る

上じ
ょ
う

映え
い

反は
ん

映え
い

9 画
ひへん

８
画
目
は
上
に
つ
き
出
す

5

ウ

宇う

宙ち
ゅ
う

気き

宇う

6 画
うかんむり

最
後
の
１
画
は
ま
っ
す
ぐ
書
い
て
は
ね
る

4

イ
キ

区く

域い
き

広こ
う

域い
き

11 画
つちへん

８
画
目
の
横
線
を
書
き
わ
す
れ
な
い
よ
う
に

3

イ
・
ユ
イ

遺い

失し
つ

遺い

志し

15 画
しんにょう・
しんにゅう

「
⻌
」は
３
画
で
書
く

1

イ

胃い

液え
き

胃い

腸ち
ょ
う

9 画
にく

下
の「
月
」は「
田
」よ
り
小
さ
く

2

イこ
と

異い

義ぎ
異い

国こ
く

11 画
た

「
田
」の
３
画
目
は
縦
線（
た
て
せ
ん
）か
ら
書
く

テ
レ
ビ
の
エ
イ
ゾ
ウ
が
乱み
だ

れ
る
。

映
像

映
し
出
さ
れ
た
画
像

攘
攜
攅
攤
攣
攫
攴
攵
攷
攸

異

イ
ジ
ョ
ウ
な
気
象
。

異
常

い
つ
も
と
ち
が
う
こ
と

二
つ
に
サ
イ
は
な
い
。

差
異

ち
が
い

彼か
れ

と
は
考
え
を
こ
と
に
す
る
。

異
に
す
る

に
す
る

別
に
す
る

両
親
へ
の
オ
ン
が
え
し
。

恩
返
し

し

受
け
た
恩
に
報
い
る
こ
と

シ
ャ
オ
ン
会
を
開
く
。

謝
恩

感
謝
の
意
を
伝
え
る
た
め
に
開
か
れ
る
会

4

我田引水（がでんいんすい）…自分の立場に有利になるように強引に物事を運ぶこと四字
熟語

正
し
い
筆
順
で

て
い
ね
い
に
書
こ
う

　

書

　き

　取

　り

１

書

　き

　取

　り

２

書

　き

　取

　り

３

５
級
①

４
級

３
級

準
２
級
　

２
級

漢
字

読
み

熟
語

部
首

画
数

５
級

0 191字

16 字

①

学 習
到達度5

対
義
語

異口同音（いくどうおん）…多くの人の意見が一
いっ

致
ち

すること四字
熟語

異い

常じ
ょ
う

↕
正せ

い

常じ
ょ
う

延え
ん

長ち
ょ
う

↕
短た

ん

縮し
ゅ
く

拡か
く

大だ
い

↕
縮し

ゅ
く

小し
ょ
う

イ
ぐ
す
り
を
飲
む
。

胃
薬

胃
の
調
子
を
整
え
る
薬

セ
ッ
カ
イ
水
を
使
っ
た
実
験
。

石
灰

水
酸
化
カ
ル
シ
ウ
ム
の
水
溶
液（
す
い
よ
う
え
き
）

世
界
イ
サ
ン
へ
の
登
録
。

遺
産

世
界
的
に
重
要
で
保
護
さ
れ
て
い
る
建
築
物
や
自
然

写
真
を
カ
ク
ダ
イ
す
る
。

拡
大

広
げ
て
大
き
く
す
る
こ
と

チ
イ
キ
の
祭
り
に
参
加
す
る
。

地
域

区
切
ら
れ
た
場
所

悪あ

し
き
習
慣
を
カ
ク
シ
ン
す
る
。

革
新

こ
れ
ま
で
の
制
度
な
ど
を
変
え
て
新
し
く
す
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こ
と

ウ
チ
ュ
ウ
飛
行
士
に
あ
こ
が
れ
る
。

宇
宙

地
球
を
と
り
ま
く
大
気
圏（
た
い
き
け
ん
）の
外
側

ナ
イ
カ
ク
の
改
造
を
行
う
。

内
閣

国
の
行
政
を
担
当（
た
ん
と
う
）す
る
最
高
機
関

二
回
の
ブ
ン
カ
ツ
で
支し

払は
ら

う
。

分
割

何
回
か
に
分
け
る
こ
と

か
ぶ
シ
キ
の
売
買
で
も
う
け
る
。

株
式

株
主
権（
か
ぶ
ぬ
し
け
ん
）を
表
す
有
価
証
券（
し
ょ
う
け
ん
）

エ
ン
ガ
ン
で
つ
り
を
す
る
。

沿
岸

海
に
沿
っ
て
い
る
陸
地

ジ
ガ
を
つ
ら
ぬ
く
。

　

自
我

自
分
自
身
の
意
識
や
認
識（
に
ん
し
き
）

命
の
オ
ン
ジ
ン
に
感
謝
す
る
。

　

恩
人

情
け
を
か
け
て
く
れ
た
人

イ
ツ
ウ
に
苦
し
む
。

胃
痛

胃
の
痛（
い
た
）み

机つ
く
え

の
上
に
は
い
ざ
ら
を
置
く
。

灰
皿

タ
バ
コ
の
す
い
が
ら
や
灰
を
入
れ
る
い
れ
も
の

母
の
性
格
が
イ
デ
ン
す
る
。

遺
伝

形
質
が
親
か
ら
子
に
伝
わ
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こ
と

に
お
い
が
カ
ク
サ
ン
す
る
。

拡
散

ば
ら
ば
ら
に
広
く
散
ら
ば
る
こ
と

日
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ゼ
ン
イ
キ
で
雨
が
降ふ

る
。

全
域

あ
る
地
域
の
全
体

国
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カ
ク
メ
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を
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こ
す
。

革
命

社
会
組
織
を
力
で
根
本
か
ら
変
え
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と
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の
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ょ

は
キ
ウ
の
広
大
な
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だ
。

気
宇

気
が
ま
え

神
社
ブ
ッ
カ
ク
を
観
光
す
る
。

仏
閣

寺
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物

外
国
の
エ
イ
ガ
を
見
る
。

映
画

連
続
し
た
フ
ィ
ル
ム
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
し
た
も
の

以
下
の
説
明
は
カ
ツ
ア
イ
す
る
。

割
愛

や
む
な
く
切
り
す
て
る
こ
と

提
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期
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エ
ン
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ョ
ウ
す
る
。
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長

時
間
や
距
離（
き
ょ
り
）を
さ
ら
に
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ば
す
こ
と

体
育
祭
が
エ
ン
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に
な
る
。

延
期

行
事
な
ど
を
、
予
定
の
日
か
ら
後
に
の
ば
す
こ
と

か
ぶ
カ
が
急き

ゅ
う

激げ
き

に
上
が
る
。

株
価

株
式
の
市
場
で
の
価
値（
か
ち
）

母
校
の
エ
ン
カ
ク
を
調
べ
る
。

沿
革

う
つ
り
か
わ
り

読
書
に
ム
ガ
夢
中
に
な
る
。

無
我

物
事
に
熱
中
す
る
こ
と

イ
チ
ョ
ウ
の
調
子
が
悪
い
。

胃
腸

内
臓（
な
い
ぞ
う
）の
胃
と
腸（
ち
ょ
う
）

は
い
い
ろ
の
色
鉛え

ん

筆ぴ
つ

。

灰
色

ね
ず
み
色

子
ど
も
に
ユ
イ
ゴ
ン
を
残
す
。

遺
言

死
後
の
た
め
に
言
い
残
す
言
葉

校
舎
を
カ
ク
チ
ョ
ウ
す
る
。

拡
張

規
模（
き
ぼ
）を
大
き
く
す
る
こ
と

経け
い

済ざ
い

学が
く

の
リ
ョ
ウ
イ
キ
。

領
域

学
問
や
研
究
で
あ
つ
か
わ
れ
る
分
野

電
車
の
つ
り
か
わ
を
に
ぎ
る
。

つ
り

革
つ
り

革
ひ
も
な
ど
で
つ
り
さ
げ
た
輪

宇ウ

宙チ
ュ
ウ

気キ

宇ウ

カ
ク
ギ
が
開
か
れ
る
。

閣
議

総
理
大
臣
が
各
大
臣
を
集
め
て
行
う
会
議

ゆ
う
ば
え
の
空
を
な
が
め
る
。

夕
映
え

え

夕
日
に
空
が
赤
く
そ
ま
る
こ
と

出
発
日
を
ひ
の
べ
す
る
。

日
延
べ

べ

日
程
を
先
に
の
ば
す
こ
と

う
み
ぞ
い
の
道
を
歩
く
。

海
沿
い

い

海
の
近
く

各
自
の
や
く
わ
り
を
決
め
る
。

役
割

割
り
当
て
ら
れ
た
役
目

わ
が
や
に
招
待
す
る
。

我
が

家

が

自
分
の
家

き
り
か
ぶ
に
つ
ま
ず
く
。

切
り

株

り

木
な
ど
を
切
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あ
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の
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と
部
分

異
曚
曠
昿
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曰
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敕
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曖

我
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蟹
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枹

割
捩
掾
揩
揀
揆
揣
揉
插
揶

胃

16

か
ぶ

株か
ぶ

式し
き

株か
ぶ

主ぬ
し

10 画
きへん

８
画
目
は
上
に
つ
き
出
す

15

カ
ツ

わ
る
・
わ
り

わ
れ
る
・
さ
く

割わ
り

合あ
い

割わ
り

引び
き

12 画
りっとう

４
〜
７
画
目
の
筆
順
に
注
意

14

カ
ク

天て
ん

守し
ゅ

閣か
く

組そ

閣か
く

14 画
もんがまえ

「
門
」は
８
画
で
書
く
。
筆
順
に
注
意

13

革
カ
ク

か
わ

改か
い

革か
く

変へ
ん

革か
く

9 画
かくのかわ・
つくりがわ

「
廿
」を「
丗
」と
し
な
い
よ
う
に

12

カ
ク

拡か
く

声せ
い

拡か
く

充じ
ゅ
う

8 画
てへん

１
〜
３
画
目
の
筆
順
に
注
意

11

カ
イ

は
い

灰か
い

土ど
火か

山ざ
ん

灰ば
い

6 画
ひ

２
画
目
は
は
ら
う

10

ガわ
れ
・
わ

我が

流り
ゅ
う

我わ

が
国く

に

7 画
ほこづくり・
ほこがまえ

３
画
目
は
ま
っ
す
ぐ
書
い
て
は
ね
る

9

オ
ン

恩お
ん

師し
恩お

ん

義ぎ

10 画
こころ

「
心
」の
形
に
注
意

8

エ
ン

そ
う

沿え
ん

線せ
ん

川か
わ

沿ぞ

い
8 画
さんずい

４
・５
画
目
は「
八
」。「
𠆢
𠆢𠆢𠆢𠆢𠆢




7

エ
ン

の
び
る
・
の
べ
る

の
ば
す

延え
ん

着ち
ゃ
く

順じ
ゅ
ん

延え
ん

8 画
えんにょう

「
廴
」は
３
画
で
書
く

6

エ
イ

う
つ
る
・
う
つ
す

は
え
る

上じ
ょ
う

映え
い

反は
ん

映え
い

9 画
ひへん

８
画
目
は
上
に
つ
き
出
す

5

ウ

宇う

宙ち
ゅ
う

気き

宇う

6 画
うかんむり

最
後
の
１
画
は
ま
っ
す
ぐ
書
い
て
は
ね
る

4

イ
キ

区く

域い
き

広こ
う

域い
き

11 画
つちへん

８
画
目
の
横
線
を
書
き
わ
す
れ
な
い
よ
う
に

3

イ
・
ユ
イ

遺い

失し
つ

遺い

志し

15 画
しんにょう・
しんにゅう

「
⻌
」は
３
画
で
書
く

1

イ

胃い

液え
き

胃い

腸ち
ょ
う

9 画
にく

下
の「
月
」は「
田
」よ
り
小
さ
く

2

イこ
と

異い

義ぎ
異い

国こ
く

11 画
た

「
田
」の
３
画
目
は
縦
線（
た
て
せ
ん
）か
ら
書
く

テ
レ
ビ
の
エ
イ
ゾ
ウ
が
乱み

だ

れ
る
。

映
像

映
し
出
さ
れ
た
画
像

攘
攜
攅
攤
攣
攫
攴
攵
攷
攸

異

イ
ジ
ョ
ウ
な
気
象
。

異
常

い
つ
も
と
ち
が
う
こ
と

二
つ
に
サ
イ
は
な
い
。

差
異

ち
が
い

彼か
れ

と
は
考
え
を
こ
と
に
す
る
。

異
に
す
る

に
す
る

別
に
す
る

両
親
へ
の
オ
ン
が
え
し
。

恩
返
し

し

受
け
た
恩
に
報
い
る
こ
と

シ
ャ
オ
ン
会
を
開
く
。

謝
恩

感
謝
の
意
を
伝
え
る
た
め
に
開
か
れ
る
会

※「漢字検定」は，公益財団法人 日本漢字能力検定協会の登録商標です。
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重要漢字コレクション 2800（改訂版）
高校必修1300＆入試頻出975＋語彙問題

TESTTEST

書　名 入門 基　礎 標　準 発　展 判型・頁数 本体価格（税込価格）

重要漢字コレクション２８００（改訂版） B6 判・272 頁 700 円（770 円）赤シート付

赤シート付

　

充実した教師用付属品！

●補充例文

●「書き誤りやすい漢字」一覧表

●テスト作成ソフト
 習熟度を確認するためのテストが任意のページから選択して作成できる 
 「意味を問う問題」や「補充例文」の出題，「書き誤りやすい漢字」を優先

　しての作成も可能

● 10 問テスト（全 24 回）
● 20 問テスト（全 42 回）
● 採点や配布・掲示に便利な解答記入済み用紙（全回） をご用意

ここが違う！

教師用データCD

コピー用テスト冊子

TESTTEST

演習　入試漢字（三訂版）
大学を受験する生徒のための，漢字学習ノート！

入試漢字 2500　プラス・１（改訂版）
受験用の漢字力を育む　上段と下段の二段階学習

書いて覚える 漢字練習ノート（二訂版）
くり返しなぞる。書ける。確実に漢字力がつく！

『常用漢字の級別学習』 シリーズ（二訂版）

読み・書き・総合問題。自主学習の決定版！

日本語チェック 2000 辞典 （新装版）
現代語の必修学習辞典・入試対策に

●	全30回
●	大学入試過去問を精選
●	漢字の書き取り・読み方・意味を

様々な形式の問題で実戦学習
●	漢字にまつわるエピソードや豆

知識を豊富に掲載

●	大学入試問題を調査精選し，2500語を
配列

●	共通テストにも対応。下段の「プラス・1」
に取り組めば類書最多・延べ5000語の学
習が可能

●	最新の「入試コラム」を掲載
●	読んで覚える「評論キーワード」を掲載

●	第１章 高校必修／第２章 入試頻出／第３章 語彙問題で構成
●	読みごたえのある長めの例文で，ことばの使い方が身につく
●	語句の意味に加え，類義語・対義語なども記載

●	ベーシック　→解答は別冊
●	コンプリート→解答は下段に刷り込み
●	各級5～9回のレッスン，多様な問題で漢字の総合力を身に

つける

●	ひとつの漢字をくり返し書いて，
定着を図れる

生徒用付属品
・くり返し練習帳
・解答書（ベーシック）

●	現代日本語の核となる2000語を収録
●	対応する「チェック」問題も2000題
●	辞書的な解説を避けた，語源の説明や

語句の使用例も豊富
●	確認テストPDF付き

教師用付属品
●	テスト作成CD-ROM
●	本誌設問・頻出四字熟語のテキストデータ
	 20問×30回・100問×３回のテストデータ

教師用付属品
●	てす太くん（テスト作成ソフト）
●	確認テストPDF 32回×３種，50回×

３種×Ａタイプ〔「プラス・1」を含まな
い〕・Ｂタイプ〔「プラス・1」を含む〕

●	書き取りシート
●	索引例文一覧
●	本文データ

教師用付属品
●	てす太くん（テスト作成ソフト）
●	小テストPDF 25回×３種
●	級別模擬テストPDF
●	類義語・対義語テストPDF
●	「くり返し練習帳」6・7級PDF
●	本文データ

教師用付属品
●	てす太くん（テスト作成ソフト）
●	小テストPDF 25回×３種
●	級別模擬テストPDF
●	類義語・対義語テストPDF
●	「くり返し練習帳」6・7級PDF
●	本文データ

教師用付属品
●	てす太くん（テスト作成ソフト）
●	確認テストPDF 20回
●	本文・設問のデータ

TESTTEST DATADATA

書　名 基　礎 標　準 発　展 判型・頁数 本体価格（税込価格）

演習　入試漢字
（三訂版）

B5 判・64 頁 524 円（576 円）

書　名 基　礎 標　準 発　展 判型・頁数 本体価格（税込価格）
入試漢字 2500　
プラス・１（改訂版）

B6 判・288 頁 740 円（814 円）

書　名 入門 基　礎 標　準 発　展 判型・頁数 本体価格（税込価格）

漢字練習ノート
（二訂版）

B5 判・198 頁 610 円（671 円）

書　名 入門 基　礎 標　準 発　展 判型・頁数 本体価格（税込価格）

ベーシック（二訂版） B5判・168頁 610 円（671 円）

コンプリート（二訂版） B5判・180頁 610 円（671 円）

書　名 基　礎 標　準 発　展 判型・頁数 本体価格（税込価格）

日本語チェック
2000 辞典（新装版）

A5 判・400 頁 1000 円（1100 円）

生徒用解説解答書付

生徒用付属品
　くり返し練習帳

コンプリートベーシック

※設問は２冊同一

フォーム 対応

※税込価格は消費税率10%の金額です。

漢
字
・

現
代
文
単
語

漢
字
・

現
代
文
単
語
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DATADATA
過程の演習 新国語問題集　第56集
信頼の厚い国公立二次対策！

過程の演習 新国語問題集 アシスト　第23集
約2200題の私大入試問題から良問を厳選！

DATADATA

 夏からの演習に最適  圧巻の解答解説  別冊解答記入ノート付
2025年に実施された
国公立大学の入試問題を
収録

総勢25名の
高校現場の先生方による
『良問の厳選』と『解答解説』

本番により近い形で問題に取り組
めるよう、実物の解答用紙をもと
に作成（一部オリジナルあり）

改 訂 改 訂

※税込価格は消費税率10%の金額です。

大
学
入
試�

対
策

大
学
入
試�

対
策



 >>  漢字を書く力　　　

2223

ことばの地図

表　現

/10

ことば

/90

学習日

／

第9回

こ
と
ば
と
表
現

人
間
関
係
に
関
わ
る
こ
と
ば 

複
数
の
読
み
を
持
つ
漢
字

練

習

問

題

1
漢

　字

次
の
――
線
部
の
読
み
を
〔
　
　
〕
に
書
き
な
さ
い
。�

［
２
点
×
６
］

① 

生
徒
会
長
は
だ
れ
か
ら
も
信
頼
さ
れ
て
い
る
。�

〔
　
　
　
　
　
　
　
〕

② 

試
合
に
出
る
後
輩
を
応
援
す
る
。�

〔
　
　
　
　
　
　
　
〕

③ 

行
き
過
ぎ
る
干

〈
他
人
の
こ
と
に
立
ち
入
る
こ
と
〉

渉
は
控
え
る
べ
き
だ
。�

〔
　
　
　
　
　
　
　
〕

④ 

地
域
の
奉

〈
見
返
り
を
求
め
ず
力
を
尽
く
す
こ
と
〉

仕
活
動
に
参
加
す
る
。�

〔
　
　
　
　
　
　
　
〕

⑤ 

素
晴
ら
し
い
ス
ピ
ー
チ
に
魅

〈
人
を
夢
中
に
さ
せ
る
こ
と
〉

了
さ
れ
る
。�

〔
　
　
　
　
　
　
　
〕

⑥ 

細
や
か
な
気
遣
い
に
感
激
し
た
。�

〔
　
　
　
　
　 

　
い
〕

2
漢

　字

次
の
――
線
部
の
読
み
を
〔
　
　
〕
に
書
き
な
さ
い
。	

［
１
点
×
８
］

①
　  

風
が
強
ま
る
。�

〔
　
　  

　
ま
る
〕 

② 

　  

寒
さ
が
和
ら
ぐ
。�〔

　
　  

　
ら
ぐ
〕

　　  

負
担
を
強
い
る
。〔

　
　  

　
い
る
〕  

　   

場
が
和
む
。�

〔
　
　 

　
　
む
〕

③
　  

人
気
の
歌
手
。�

〔
　
　
　
　 

　
〕 

④ 

　  

一
目
置
く
。�

〔
　
　
　
　 

　
〕

　　  

人
気
の
な
い
道
。〔

　
　
　
　 

　
〕  

 

一
目
会
い
た
い
。�〔

　
　
　
　 

　
〕

3
対
義
語

次
の
　�

に
「
不
・
非
・
否
・
未
・
無
」
の
い
ず
れ
か
を
入
れ
て
、
対
義
語

を
作
り
な
さ
い
。�

［
２
点
×
６
］

① 

正
当�

⇋�

　�

当�
�

② 

有
効�

⇋�

　�

効

③ 

平
凡�

⇋�

　�

凡�
�

④ 

有
利�

⇋�

　�

利

⑤ 

肯
定�

⇋�

　�

定�
�

⑥ 

熟
練�

⇋�

　�

熟

P11P20

4
用

　例

次
の
――
線
部
の
語
の
使
い
方
と
し
て
正
し
い
ほ
う
を
選
ん
で
、
記
号
を

○
で
囲
み
な
さ
い
。�

［
２
点
×
３
］

①
　  

ア
　
彼
と
は
十
年
来
の
友
人
で
、
気
が
置
け
な
い
関
係
だ
。

　　  

イ
　
新
し
い
上
司
は
近
寄
り
が
た
く
て
、
気
が
置
け
な
い
。

②
　  

ア
　
泣
く
子
ど
も
を
母
親
が
優
し
く
あ
な
ど
る
。

　
　  

イ
　
相
手
を
あ
な
ど
る
と
、
痛
い
目
に
あ
う
。

③
　  

ア
　
ク
ラ
ス
全
員
で
肩
を
並
べ
て
話
し
合
っ
た
。

　
　  

イ
　
去
年
の
優
勝
チ
ー
ム
と
肩
を
並
べ
る
ほ
ど
成
長
し
た
。

5
表

　現

　
を
参
考
に
、
次
の
――
線
部
の
擬
態
語
を
、
擬
態
語
以
外
の
表
現
に
言

い
換
え
な
さ
い
。�

［
２
点
×
２
］

　 

氷
の
表
面
は
つ
る
つ
る
だ
。
→
氷
の
表
面
は
〔 

滑
り
や
す
い 

〕。�

① 

な
べ
に
水
を
た
っ
ぷ
り
入
れ
る
。

　
→�

な
べ
に
水
を
〔

　
　
　
　
　
　
　
　
〕
入
れ
る
。

② 

九
時
ぴ
っ
た
り
に
家
を
出
発
し
た
。

　
→�

九
時
〔

　
　
　
　
　
　
　
　
〕
家
を
出
発
し
た
。

6
表

　現

「
馬
が
合
う
」
を
用
い
て
、
主
語
と
述
語
が
あ
る
短
文
を
作
り
な
さ
い
。

�

［
６
点
］

P20

例

例

相
手
と
の
関
係
性
に
注
目
し
て
整
理
し
よ
う
。�

A��
次
の
語
句
の
意
味
を
線
で
結
び
な
さ
い
。�

［
２
点
×
４
］

　
B��
次
の
〔
　
　
〕
に
入
る
適
当
な
語
を
、
下
か
ら
選
ん
で
書
き
な
さ
い
。�

［
２
点
×
４
］

　
C��
次
の
意
味
を
表
す
語
句
を
下
か
ら
選
ん
で
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。�

［
２
点
×
４
］

　

①�

馬
が
合
う
　
　�

　���
�

似
た
も
の
同
士
が
自
然
に
集
ま
る

②�

気
が
置
け
な
い�

　���
�

切
っ
て
も
切
れ
な
い
親
し
い
関
係

③�

類
は
友
を
呼
ぶ�

　���
�

相
性
が
よ
く
、
し
っ
く
り
す
る

④�

水
魚
の
交
わ
り�

　���
�

遠
慮
を
す
る
必
要
が
な
い

①�

犬
猿
の
〔

　
　
　
　
　
〕

②�

〔
　
　
　
　
　
〕
を
削
る

③ 

〔
　
　
　
　
　
〕
が
合
わ
な
い

④�

水
と
〔

　
　
　
　
　
〕

①�

相
手
に
名
誉
を
譲
る
　（
　
　
　
）

②�

厳
し
く
叱し
か

る
　
　
　
　（
　
　
　
）

③�

冷
淡
に
扱
う
　
　
　
　（
　
　
　
）

④�

大
切
に
育
て
る
　
　
　（
　
　
　
）

D�
次
の
四
字
熟
語
の
〔
　
　
〕
に
入
る
同
じ
漢
字
を
書
き
な
さ
い
。
ま
た
、
そ
の
四
字

熟
語
の
意
味
を
線
で
結
び
な
さ
い
。�

［
２
点
×
６
］

①�

以
〔

　
　
〕
伝
〔

　
　
〕 

　�
�

好
み
や
意
見
が
各
自
違
う
こ
と

②�

〔
　
　
〕
人
〔

　
　
〕
色�

　�
�

無
言
で
も
互
い
に
通
じ
合
う
こ
と

③ 

〔
　
　
〕
期
〔

　
　
〕
会�

　�
�

生
涯
で
一
度
限
り
の
出
会
い

�

複
数
の
読
み
を
持
つ
漢
字

・
複
数
の
音
読
み
　
　�

行
列
（
ぎ
ょ
う
れ
つ
）・
行
進
（
こ
う
し
ん
）

・
複
数
の
訓
読
み
　
　�

増
え
る
（
ふ-

え
る
）・
増
す
（
ま-

す
）

ま
た
、
複
数
の
読
み
を
持
つ
熟
語
も
あ
る
。

　
　�

寒
気
（
か
ん
き
・
さ
む
け
）

E��
次
の
――
線
部
の
読
み
を
〔
　
　
〕
に
書
き
な
さ
い
。�
［
１
点
×
８
］

①
　   

頭
痛
が
す
る
。〔

　
　
　
　
　 

〕　
② 

　   

親
切
な
人
。�

〔
　
　
　
　
　 

〕

　　   

先
頭
を
歩
く
。〔

　
　
　
　
　 

〕　 
  

一
切
を
忘
れ
る
。�〔

　
　
　
　
　 
〕

③
　   

固
く
断
る
。
　〔
　
　
　
　  

る
〕　

④ 

　  

胸
が
苦
し
い
。�

〔
　   

　
　
し
い
〕

　　   

関
係
を
断
つ
。〔

　
　
　
　  

つ
〕　  

  

苦
い
薬
。�

〔
　
　
　
　  

い
〕

F��
次
の
――
線
部
の
読
み
を
〔
　
　
〕
に
書
き
な
さ
い
。�

［
２
点
×
４
］

①
　   

私
の
姉
は
聞
き
上
手
だ
。�

〔
　
　
　
　
　
　
　
〕

　　   

私
よ
り
彼
の
方
が
一
枚
上
手
だ
。�

〔
　
　
　
　
　
　
　
〕

②
　   

生
物
の
授
業
を
受
け
る
。�

〔
　
　
　
　
　
　
　
〕

　
　   

刺
身
な
ど
の
生
物
は
食
べ
ら
れ
な
い
。�

〔
　
　
　
　
　
　
　
〕

例例

例

漢字パズルA  倒（圧倒・倒産） 漢字パズルQ  □に入る漢字は？　圧�→�□�→�産

ア
　
油
を
し
ぼ
る

イ
　
鼻
で
あ
し
ら
う

ウ
　
手
塩
に
か
け
る

エ
　
花
を
持
た
せ
る

そ
り

油し
の
ぎ

仲

良好対立相手への
行為

４

４

２

２

１

１

３

３
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生徒用解答書付

生徒用解答書付

テスト式  国語常識の総演習（四訂版）
国語の「４つの力」をテスト式問題で総演習！

テスト式  ことばと表現の演習
語彙と表現に特化した，「テスト式」シリーズの新刊！

●	就職試験・入学試験に役立つ国語常識の総仕上げ
●	国語常識を４つのジャンル（ A漢字の読み・B漢字

の書き・Cことば・D文章表現）に分類し，それぞれ
見開き100点で構成

●	漢字の回では，長文での読み取り・書き取りを出題
●	手紙の書き方や面接の手順など，実生活に役立つ

付録を収録
●	見やすく読み間違えにくいUD（ユニバーサルデザ

イン）フォントを使用

●	 採点しやすい本誌再掲載
　 直観的にわかる解答で思考の流れを遮らない

●	 赤シートを使用した復習も可能！
　 ※赤シートは付属していません

　 ことばの関連付け
　ことばを「テーマ別」と「グループ化」で関連付けて，記憶を整理

　 多様なパターンの言い換え

　語・語句・文単位の多様な言い換えで，ことばを多面的に習得

　 短期的・長期的な反復

　ページ内／課横断の反復学習で，効率的に記憶を定着

　※課横断の反復箇所には，参照ページ数を示すアイコン付き

　 継続的なアウトプット練習

　学習したことばで「毎回少しずつ書く」ことで，ことばが定着

教師用付属品
●	てす太くん（テスト作成ソフト）
●	本文・設問・解答のデータ
●	確認テスト（PDF・Word）全４種
　①全ページ（４ジャンル×12課）
　② A（漢字を読む力）

　③ B（漢字を書く力）

　④ A・B（漢字の読み・書き）

教師用付属品
●	てす太くん（テスト作成ソフト）

●	本文・設問のデータ
●	解答書PDF

「テスト式 国語常識の総演習」

の前段階での使用もおすすめ

●	確認テストPDF７回×２種
●	作文ワークシートPDF10回

　※400字までの作文を
　　スモールステップで練習

書　名 入　門 基　礎 標　準 発 展 判型・頁数 本体価格（税込価格）

テスト式
国語常識の総演習 （四訂版）

B5 判・104 頁 590 円（649 円）

書　名 入　門 基　礎 標　準 発 展 判型・頁数 本体価格（税込価格）

テスト式
ことばと表現の演習

B5 判・96 頁 580 円（638 円）

◆ひと目で解答がわかる紙面

生徒用解答解説書付

教師用付属品
●	本文・設問・解答・補充

問題・マークシート PDF・
現代語訳と書き下し文

（古典編のみ）のデータ

段階演習 共通テスト・センター試験

過去問題集 2026年度版
共通テスト・センター試験過去問演習の新定番！

DATADATA

or
解答解説

冊子
選べる
解答解説

解答解説

バラ

冊子とバラで価格が異なります。
バラは40部ごとに間紙が入った状態で納品いたします。

書　名 基　礎 標　準 発　展 判型・頁数 本体価格（税込価格）

現代文編 B5 判・272 頁
冊子解答付　  850 円（935 円）

バラ解答付　1000 円（1100 円）

古典編 B5 判・208 頁
冊子解答付　  850 円（935 円）

バラ解答付　1000 円（1100 円）

フォーム フォーム 対応

現代文編

現代文編 古典編　古文は傍訳付品詞分解も掲載

古典編

  �精選過去問＋共通テスト全過去問

　(2025年度追試験まで)を解説付きで収録

　 �センター・旧共テ試験過去問は難易度を階層
化＆新第3問対策演習も掲載

  �見やすく，わかりやすい解答解説書(古文問題
には傍訳付き品詞分解を完備)

　 �設問の着眼点や正誤判断の根拠がわかりやす
い誌面レイアウト

本書の構成

難易度★ 難易度★★
センター試験・旧共通テストの過去問

難易度★★★
試行調査／試作問題＋
新共通テストの過去問

現代文6題 / 古典6題 現代文10題 / 古典10題 現代文4題 / 古典4題 現代文10題 / 古典9題

やや易しめの問題。多肢選
択型問題の設問形式や解き
方，時間配分に慣れる。

標準的な難易度の問題。段
階的に難易度を上げること
で，着実に実力を養成。

やや難しめの問題。難解な文
章や複雑な処理を伴う設問へ
の対応力を身につける。

思考力・判断力を測る設問を
交えた問題の対策演習＋新共
通テスト過去問で総仕上げ

持ち運びや学習時の負荷を軽減！

設問間の余分なスペースを
カットして誌面をスリム化

持ち運びや学習時の負荷を軽減！

設問間の余分なスペースをカットして誌面をスリム化改 訂改 訂

各題４頁で要点を押さえた解答解説

解答書

新 刊

語彙と表現の連動で

ことばの確実な定着をめざす
● 定着のための４つの柱

● 充実の教師用付属品

● 解答書は採点しやすい本誌再掲載

「確実な定着」のための４つの柱

フォーム

フォーム 対応

●赤シートを使用した復習も可能！
　 ※赤シートは付属していません

解答

●採点しやすい本書再掲載
　直観的にわかる解答解説で

　 思考の流れを遮らない

解答

※税込価格は消費税率10%の金額です。

国
語
常
識

・
表
現

大
学
入
試�

対
策

現代文編は本文をすべて
再掲し，各設問との対応
を図解

「誤答チェック」で各選択肢の
正誤判定の根拠がわかる
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書　名 基　礎 標　準 判型・頁数 本体価格（税込価格）
カラー 小倉百人一首
　　　　　　（二訂版）

A5 判・144 頁 533 円（586 円）

評解 新小倉百人一首 A5 判・136 頁 400 円（440 円）

書いて覚える小倉百人一首 
暗唱シート （増補版）

B5 判・24 頁 200 円（220 円）

文法レッスン
小倉百人一首 演習ノート

A5 判・32 頁 200 円（220 円）

百人一首 シリーズ
流れと演習 新日本文学史 （改訂版）

完成 日本文学史ノート （三訂増補版）

新入生のための スタート国語入門 （四訂版）

新入門高校国語 （16訂版）

新聞で力をつける 「コラムと論説」演習ノート 第５集

基礎からの 国語表現の実践（2訂版）

DATADATA

DATADATA

DATADATA

入門編 基礎編

標準編 発展編

タンポポに関する
表・分布図

●	全11回

・漢字／ことば…５回

・現代文…３回　・古　文…１回

・作　文…１回　・資　料…１回

●	就職・小論文に必要な表現力がイチから

身につく

●	「基礎編」「応用編」「実践編」の３部構成で

段階的な学習が可能

●	短期間で知識の整理と入試演習ができる

●	入試傾向に合わせて近現代文学史が充実

●	頻出の「古典文学史年表」「近現代文学史

年表」を巻末に掲載

●	中学の学習の点検，基礎力の確認に最適

●	読解問題は解答への手がかりを掲載

●	高校の学習の基礎が学べる

●	資料や実用文を読み解く問題も収録

●	全５回の練習問題（20首毎）

で，修辞や文法事項の学習が

可能

●	和歌読み上げ音声QR付き

●	重要ポイントのチェックと演習で入試対応

●	巻末に入試頻出項目の最終チェックを掲載

●	新聞のコラムや社説等を通して文章の

基礎を学ぶ

●	「コラム編」「論説編」「入試問題編」から

なる段階的なトレーニング方式

●	全11回

・漢字／ことば…６回

・現代文…３回

・古文／漢文…１回

・資　料…１回

●	全15回

・漢字／ことば…５回

・現代文…６回　・古　文…２回

・漢　文…１回　・資　料…１回

●	全15回
・漢字／ことば…４回
・現代文…６回　・古　文…２回
・漢　文…１回　・古典鑑賞…１回
・資　料…１回

エアコンの電力消費量
に関する円グラフ等

地域の防災に関する
ポスター作成

書　名 入　門 判型・頁数 本体価格（税込価格）

入門編 B5 判・24 頁 300 円（330 円）

基礎編 B5 判・24 頁 300 円（330 円）

標準編 B5 判・32 頁 320 円（352 円）

発展編 B5 判・32 頁 320 円（352 円）

書　名 入　門 判型・頁数 本体価格（税込価格）
新入生のための スタート国語入門（四訂版） B5 判・32 頁 330 円（363 円）

書　名 入　門 判型・頁数 本体価格（税込価格）

新入門高校国語 （16 訂版） B5 判・32 頁 370 円（407 円）

生徒用解答解説書，確認テスト付

生徒用解答解説書，確認テスト付

生徒用解答解説書，確認テスト付

教師用付属品
●	本文・設問・確認テストのデータ
※�ペーパーのテストとは別内容の確認テストも収録

教師用付属品
●	本文・設問のデータ

教師用付属品
●	本文・設問のデータ

『国語小町』 シリーズ
中学から高校の学習へつなげる橋渡し教材

DATADATA

ウェブ広告量とアイス
クリーム売り上げに関
する線グラフ

評解　新小倉百人一首

書　名 基　礎 標　準 発　展 判型・頁数 本体価格（税込価格）

基礎からの国語表現
の実践（2訂版）

B5 判・64 頁 580 円（638 円）

書　名 基　礎 標　準 発　展 判型・頁数 本体価格（税込価格）

完成日本文学史
ノート（三訂増補版）

B5 判・80 頁 550 円（605 円）

書　名 基　礎 標　準 発　展 判型・頁数 本体価格（税込価格）

流れと演習新日本
文学史（改訂版） A5 判・160 頁 500 円（550 円）

書　名 基　礎 標　準 発　展 判型・頁数 本体価格（税込価格）

「コラムと論説」
演習ノート第 5 集 A4 判・32 頁 420 円（462 円）

教師用付属品
●	本文・ワークシート・学習テス

ト・教授資料のデータ

教師用付属品
●	てす太くん（テスト作成ソフト）
●	本文・設問・補充問題のデータ

教師用付属品
●	てす太くん（テスト作成ソフト）
●	本文・設問のデータ

生徒用解答解説書付

解答（本誌に刷り込み）

解答（本誌に刷り込み）

生徒用解説書付

※税込価格は消費税率10%の金額です。

国
語
常
識

・
表
現

文
学
史
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渡
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百
人
一
首



無料会員登録で自由にダウンロード！

「生徒さんの国語の力を伸ばすために日々尽力され

ている先生方をサポートしたい」という思いから，

授業や国語教育に生かせる素材・教材を継続的に

ご提供するプラットフォームをリリースしました。

コンテンツは随時更新してまいりますので，ぜひご

活用ください。

テスト作成データ提供中
下記の対象書籍にて，Googleフォームでご利用いただける

テスト作成データをご提供しております。

【対象書籍】
◆イラストとシーンでおぼえる　Look@古文単語337　改訂版
◆入試漢字2500　プラス・1　改訂版

Googleフォーム用

テストでできること

◆生徒の端末に作成したテストを配信することができます。

◆配信したテストは，自動採点することができます。

◆�採点結果などのデータは，スプレッドシートで表示・管理することができます。

Googleフォーム用テスト作成データは，上記対象書籍を30冊以上ご採用いただいた学校様のみお申し込みい

ただけます。お申し込みは，上記QRからご覧いただけるフォームより承っております。ご利用規約をご確認の

うえ，お申し込みをお願いいたします。Googleフォームのご利用には，Googleアカウントの取得が必要ですの

で，予めご準備をお願いいたします。

なお，お申し込みは1書籍あたり1アカウントとさせていただきますので，ご了承ください。

お申し込み後３営業日前後で，頂戴しましたメールアドレス宛にデータ提供サイトへのご案内メールをお送りい

たします。データのご利用方法は，ご案内メールに添付いたしますので，そちらをご参照ください。

国語授業の
素材蔵

※画面は開発中のものにつき，
　実際の仕様とは異なる場合があります

•単語カードモード

覚えるための
「デジタル単語カード」として

•My単語帳モード

自分で登録した
苦手な単語だけを学習できる！

•テストモード
例文の中で単語を学ぶ！

•品詞別到達度グラフ機能
•勉強時間計測機能

自分の頑張りが一目でわかる！

1日の学習時間の目標を
決めておくのがオススメ

　　　　　　　　　　　の

学習アプリが好評です！

シーン でおぼえるイラストと

Look＠古文単語337
全機能 無料！ 12万ダウンロード※突破!

※2025年9月現在

＊�App StoreまたはGoogle Playから

「Look @ 古文単語337」で検索でもダウンロードできます

Googleフォーム用

国語科の先生応援サイト

ここがイチオシ！  　　つのポイント

常用漢字の級別学習　コンプリート　二訂版

常用漢字の級別学習　ベーシック　二訂版

書いて覚える　漢字練習ノート　二訂版

入試漢字2500　プラス・1　改訂版

これで合格　入試によく出る漢字2001　新版

イラストとシーンでおぼえる Look@古文単語337　改訂版

テスト式　ことばと表現の演習

テスト式　国語常識の総演習　四訂版

日本語チェック2000辞典　新装版

流れと演習　新日本文学史　改訂版

完成　日本文学史ノート　三訂増補版

新訂国語図説　六訂版

新国語総合ガイド　六訂版

小テストをすばやく・楽々作成！

1 必ず出題したい「必出問題」が選択可能！

指定した必出問題は，全クラス共通で出題する
ことが可能です。

2 複数クラスの問題をすばやく作成！

最大20クラス分のテストを一度に作成可能です。

3 作った問題はWord・一太郎で出力が可能！

使い慣れたソフトで自在に編集できます。

4 問題の入れ替えがすぐできる！

直感的な操作でテスト作成をストレスフリーに。

Quick てす太くん  対応書籍一覧

＊画面は変更の可能性があります

� テストメーカー Quick てす太くん

４
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書　籍　名 
(  は改訂 または 新刊)

本体価格
（税込価格）

付属品・教師用データ・備考
入 門 基 礎 標 準 発 展

総

合

資

料

集

新訂国語図説 900円（990円）

てす太くん（テスト作成ソフト）

DVD（自習プリント，パワーポイント・動

画，画像データ，文学史・漢字テキストデ

ータ，準拠学習課題ノート PDF・テキス

トデータ，探究素材集・作品別指導資料）

新訂国語図説 準拠学習課題ノート 220円（242円） 解答書付

デジタル版   新訂国語図説

≪クラウド型≫

書籍とのセット価格 

900円（990円）

1500円（1650円）

てす太くん（テスト作成ソフト）

DVD（自習プリント，パワーポイント・動

画，画像データ，文学史・漢字テキストデ

ータ，準拠学習課題ノート PDF・テキスト

データ，探究素材集・作品別指導資料）

新国語総合ガイド 890円（979円）

てす太くん（テスト作成ソフト）

DVD（自習プリント，パワーポイント・動

画，画像データ，文学史・漢字テキストデ

ータ，準拠学習課題ノート PDF・テキス

トデータ，探究素材集・作品別指導資料）

新国語総合ガイド
準拠学習課題ノート

250円（275円） 解答書付

新訂国語総覧 857円（943円）
CD（文学史・漢字テキストデータ，準

拠学習課題レポート PDF・テキストデ

ータ，探究素材集・作品別指導資料）

新訂国語総覧
準拠学習課題レポート

210円（231円） 解答書付

現
　
　
代
　
　
文

図でつかむ リード現代文１

二訂版
600円（660円）

解答解説書付

CD（本文・設問・補充問題）

図でつかむ リード現代文２基本

二訂版
620円（682円）

図でつかむ リード現代文２標準

二訂版
670円（737円）

図でつかむ リード現代文３

二訂版
670円（737円）

現代文 解法のテクニック１ 590円（649円）

解答解説書付

CD（本文・設問・解答・補充問題）

現代文 解法のテクニック２ 590円（649円）

現代文 解法のテクニック３ 610円（671円）

現代文 解法のテクニック４ 610円（671円）

現代文 解法のテクニック

速読 ×
かける

多読１
530円（583円）

解答解説書付

CD（本文・設問・解答解説書PDF・補充

問題）

現代文 解法のテクニック

速読 ×
かける

多読２
530円（583円）

現代文 解法のテクニック

速読 ×
かける

多読３
550円（605円）

現代文 解法のテクニック

速読 ×
かける

多読 実用・論理
580円（638円）

近代文学セレクション 450円（495円）

CD（本文・ワークノート・重要語句一覧）
・ワークノート冊子
☆ワークノート冊子（生徒用） 50 円（税込
55 円）

発行図書一覧表

書　籍　名 
(  は改訂 または 新刊)

本体価格
（税込価格）

付属品・教師用データ・備考
入 門 基 礎 標 準 発 展

古
　
　
文

ポイント書く解く
マスター古文１ 630円（693円） 語彙・文法ノート，解答解説書付

CD（本文・設問・解答・原文・現代語訳
・補充問題，ノートの本文・設問・解答）ポイント書く解く

マスター古文２ 630円（693円）

リード古文１　基礎編 552円（607円）
解答解説書付
CD（本文・設問・補充問題・現代語訳）

リード古文２　標準編 600円（660円）
文法・語句ノート，解答解説書付
CD（本文・設問・補充問題・現代語訳）

リード古文３　発展編 600円（660円）

古
文
単
語

イラストとシーンでおぼえる

Look＠古文単語337
880円（968円）

てす太くん（テスト作成ソフト・確認テ
スト・例文）

実戦トレーニング　古文単語 838円（922円） テスト作成 CD-ROM

古
　
　
典

古典の演習１　基礎力養成編 610円（671円）   

解答解説書付
CD（本文・設問・解答・白文・補充問題

・確認問題）
古典の演習２　標準編 620円（682円）

古典の演習３　発展編 650円（715円）

ルート　古典１ 648円（713円） 解説解答書付
CD（本文・設問・解答・書き下し文・現
代語訳・白文・補充問題・提出用解答
用紙）
※本書は在庫限りの販売となります

ルート　古典２ 648円（713円）

ルート　古典３ 648円（713円）

ポイント書く解く
マスター古典１ 630円（693円） 語彙・文法・句形ノート，解答解説書

付

CD（本文・設問・解答・白文・現代語訳
・書き下し文・補充問題，ノートの本文
・設問・解答）
※本書は在庫がなくなり次第，本体価格
680 円（税込 748 円）での販売となります

ポイント書く解く
マスター古典２ 630円（693円）

ポイント書く解く
マスター古典３ 660円（726円）

すらすら読める　速読古典Ⅰ

                バラ解答別価

450円（495円）

120円（132円）
解答解説書付
CD（本文・設問・解答・白文・現代語
訳・書き下し文・補充問題・解答解説書
PDF）すらすら読める　速読古典Ⅱ

                バラ解答別価

500円（550円）

120円（132円）

古
　
典

　
文

　
法

高校生の古典文法 580円（638円）

解答書付
CD（本文・教授資料 PDF・パワーポイ
ント〔活用表・練習問題〕・解説動画・
確認テスト・本誌の問題＋解答記入用
紙 PDF・本誌 PDF）

高校生の古典文法   演習編 370円（407円） 解答書付

解釈のための  必携  古典文法 648円（713円）

解説解答書付
テスト作成 CD-ROM
CD（教授資料・巻末付録・問題編・用
例文）

必携古典文法ノート 454円（499円） 解説解答書付  CD（設問箇所）

※税込価格は消費税率10%の金額です。
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書　籍　名 
(  は改訂 または 新刊)

本体価格
（税込価格）

付属品・教師用データ・備考
入 門 基 礎 標 準 発 展

古

典

文

法

アシスト古典文法  用言編 380円（418円）

解答解説書付
CD（本文・設問・解答・現代語訳・補
充問題・確認テスト）

アシスト古典文法  助動詞編 380円（418円）

アシスト古典文法  敬語・和歌編 380円（418円）

アシスト古典文法  助詞・識別編 380円（418円）

書いて覚える　古典文法

用言活用シート
220円（242円）

書いて覚える　古典文法

助動詞確認シート
250円（275円）

古典文法ドリル　助動詞編 400円（440円）

解説解答書付
CD（設問箇所）

古典文法ドリル
敬語・助詞・識別編

400円（440円）

古典文法ドリル　入試実戦編 419円（461円）

新口語文法 500円（550円）
解答書付
CD（指導の手引きPDF）

漢
　
　
文

漢文学習必携 570円（627円）

解答書付
CD（例文・練習問題・ミニ演習・解答・
確認テスト・学習サポート動画・パワー
ポイント〔句形・語彙・ミニ演習・練習
問題〕）

漢文学習必携  句法演習ノート 330円（363円） 解答書付
CD（設問・解答）

漢文学習必携  総合演習ノート 380円（418円）

ルート　漢文１ 600円（660円）
解説解答書付
CD（本文・設問・解答・書き下し文・
現代語訳・白文・補充問題・提出用解
答用紙）
※本書は在庫限りの販売となります

ルート　漢文２ 619円（681円）

ルート　漢文３ 648円（713円）

総
　
　
合

高校 国語の学習　１基礎編 350円（385円）

解答書・確認テスト付
CD（本文・設問・解答・確認テスト・古
典文法活用表小テスト）

高校 国語の学習　１総合編 350円（385円）

高校 国語の学習　２基礎編 350円（385円）

高校 国語の学習　２総合編 350円（385円）

高校 国語の学習　３実践国語 350円（385円）

高校 国語の学習　３総合国語 350円（385円）

高校 国語の学習　ことばと漢字 350円（385円）

国語のススメ１ 389円（428円）

解答解説書・確認テスト付
CD（本文・設問・確認テスト）国語のススメ１＋

プラス

389円（428円）

国語のススメ２ 389円（428円）

発行図書一覧表

書　籍　名 
(  は改訂 または 新刊)

本体価格
（税込価格）

付属品・教師用データ・備考
入 門 基 礎 標 準 発 展

漢

字

・

現

代

文

単

語

重要漢字コレクション2800 700円（770円）
CD（テスト作成ソフト・付録データ）　
コピー用テスト冊子

入試漢字2500  プラス・１ 740円（814円）
てす太くん（テスト作成ソフト・本文・
索引例文一覧・書き取りシート・確認テ
スト）

演習　入試漢字 524円（576円）
解説解答書付
テスト作成 CD-ROM
CD（設問・四字熟語・テスト）

これで合格

入試によく出る漢字2001
562円（618円）

てす太くん（テスト作成ソフト・本文・確認
テスト・書き取りシート）

書いて覚える　漢字練習ノート 610円（671円）

くり返し練習帳付
てす太くん（テスト作成ソフト・本文・
小テスト・級別模擬テスト・類義語・
対義語テスト・「くり返し練習帳」６・
７級 PDF）

常用漢字の級別学習　ベーシック 610円（671円）

くり返し練習帳・解答書付
てす太くん（テスト作成ソフト・本文・
確認テスト・級別模擬テスト・類義語

・対義語テスト・「くり返し練習帳」６・
７級 PDF）

常用漢字の級別学習　コンプリート 610円（671円）

くり返し練習帳付
てす太くん（テスト作成ソフト・本文・
確認テスト・級別模擬テスト・類義語

・対義語テスト・「くり返し練習帳」６・
７級 PDF）

日本語チェック　2000辞典 1000円（1100円）
てす太くん（テスト作成ソフト・本文・
設問・確認テスト）

大

学

入

試

対

策

過程の演習  新国語問題集

第56集   現代文編

本誌のみ
670円（737円）

冊子解答付
820円（902円）

解答記入ノート・解答解説書付
CD（本文・設問・解答・解答解説 PDF・
解答用紙 PDF）

過程の演習  新国語問題集

第56集   古典編

本誌のみ
560円（616円）

冊子解答付
720円（792円）

解答記入ノート・解答解説書付
CD（本文・設問・解答・現代語訳・書
き下し文・解答解説PDF・解答用紙
PDF）

過程の演習  新国語問題集

アシスト　第23集   現代文編
820円（902円）

解答解説書付
CD（本文・設問・解答・追加入試問題）

過程の演習  新国語問題集

アシスト　第23集   古文編
730円（803円）

解答解説書付
CD（本文・設問・解答・現代語訳・追
加入試問題）

段階演習　共通テスト・センター試験

過去問題集   2026年度版   現代文編
冊子解答付

850円（935円）

バラ解答付　
1000 円（1100 円）

解答解説書付
CD（本文・設問・解答・補充問題・マー
クシート PDF）

段階演習　共通テスト・センター試験

過去問題集   2026年度版   古典編

解答解説書付
CD（本文・設問・解答・現代語訳・書
き下し文・補充問題・マークシート
PDF）

大学入試対策　資料読解と記述

思考力養成ノート
590円（649円）

解答解説書付
CD（本文・設問・解答・画像データ）
※本書は在庫限りの販売となります

※税込価格は消費税率10%の金額です。
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